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《紙面から》

７

萩
倉

良
先
生
（
社
会
）

８
お
元
気
で
す
か
？

本
年
四
月
に
第
二
十
六
代

校
長
と
し
て
着
任
い
た
し
ま

し
た
臼
井
武
彦
と
申
し
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

日
頃
よ
り
同
窓
会
の
皆
様

に
は
、
本
校
の
教
育
活
動
に

対
し
、
多
大
な
る
御
支
援
・

御
協
力
を
賜
り
、
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

本
年
度
、
学
校
教
育
目
標

を
「
豊
か
な
人
間
性
を
育
み
、

グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
を
リ
ー
ド

す
る
人
材
の
育
成
に
努
め
る
」

と
し
、
教
育
活
動
に
取
り
組

ん
で
お
り
ま
す
。

令
和
四
年
度
が
始
ま
り
約

二
か
月
で
す
が
、
生
徒
は
、

授
業
に
落
ち
着
い
て
臨
み
、

ま
た
、
部
活
動
・
学
校
行
事

等
に
積
極
的
に
参
加
し
て
お

り
ま
す
。

日
頃
よ
り
、
生
徒
に
夢
を

持
つ
こ
と
の
大
切
さ
を
話
し

て
お
り
ま
す
。
夢
の
実
現
に

は
、
目
標
を
立
て
、
自
主
的
・

主
体
的
に
粘
り
強
く
取
り
組

む
こ
と
と
な
り
、
日
々
の
生

活
を
と
て
も
充
実
し
た
も
の

に
し
、
自
分
自
身
を
大
き
く

成
長
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
の
で
、
是
非
、
夢
を
持
ち
、

実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

本
校
は
昭
和
十
八
年
に
開

校
し
、
来
年
令
和
五
年
に
創

立
八
十
周
年
を
迎
え
ま
す
。

同
窓
会
の
皆
様
に
は
、
前
年

度
よ
り
八
十
周
年
記
念
事
業

実
行
委
員
会
で
御
協
議
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
本
年
度
も
引
き
続
き

準
備
を
進
め
て
ま
い
り
た
い

と
存
じ
ま
す
。

国
府
台
高
等
学
校
の
発
展

に
向
け
取
り
組
む
所
存
で
す

の
で
、
今
後
と
も
一
層
の
御

支
援
・
御
協
力
の
ほ
ど
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

子
供
と
大
人

校
長

臼
井

武
彦

夢
を
大
切
に

二
〇
二
二
（
令
和
四
）
年

度
定
例
総
会
は
五
月
二
十
二

日
母
校
会
議
室
に
て
開
催
さ

れ
た
。

加
藤
徹
会
長
の
挨
拶
、
四

月
着
任
の
臼
井
武
彦
校
長
か

ら
母
校
の
近
況
報
告
を
兼
ね

た
挨
拶
が
あ
っ
た
。

星
野
茂
氏
（
三
十
期
）
が

議
長
に
選
任
さ
れ
、
議
事
に

移
っ
た
。
討
議
さ
れ
た
議
案

の
『
二
〇
二
一
年
度
事
業
報

告
』
『
二
〇
二
一
年
度
決
算

報
告
・
監
査
報
告
』
『
二
〇

二
二
度
事
業
案
』
『
二
〇
二

二
年
度
予
算
』
は
い
ず
れ
も

原
案
の
通
り
承
認
さ
れ
た
。

【
関
連
記
事
二
・
三
面
】

続
い
て
の
懇
親
会
は
、
コ

ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
飲
食

を
伴
わ
な
い
、
『
八
十
周
年

に
向
け
た
同
窓
会
』
が
メ
イ

ン
テ
ー
マ
の
「
懇
談
会
」
と

な
っ
た
。
小
泉
啓
三
教
頭
、

今
年
度
着
任
の
三
上
勝
伸
先

生
（
三
十
五
期
）
、
さ
ら
に

総
会
に
初
め
て
参
加
し
た
と

い
う
会
員
も
交
え
、
野
球
部

父
母
会
の
近
況
報
告
を
挟
み

な
が
ら
、
活
発
な
意
見
交
換

が
行
わ
れ
た
。

二
〇
二
二(

令
和
四)

年
度
定
例
総
会

６

踏
跡

〜
現
役
生
に
訊
く
、
昨
年
と
今
年
の
鴻
陵
祭
〜

創
立
八
十
周

年
記
念
企
画

歴
史
と
伝
統
を
未
来
へ
！

２
０
２
３
年
は
母
校
創
立
８
０
周
年

千
葉
県
立
国
府
台
高
等
学
校
創
立
８
０
周
年
記
念
祝
賀
会

期
日

２
０
２
４
年
２
月
１
７
日

土
曜
日

会
場

山
崎
製
パ
ン
総
合
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

記
念
祝
賀
会

コ
ロ
ナ
禍
終
息
の
見
通
し

は
不
透
明
な
も
の
の
、
同
窓

会
は
創
立
八
十
周
年
記
念
行

事
を
挙
行
す
る
こ
と
と
し
、

二
〇
二
〇
年
、
八
十
周
年
記

念
事
業
準
備
委
員
会
を
立
ち

上
げ
、
企
画
立
案
を
進
め
て

き
た
。

基
本
的
に
は
こ
れ
ま
で
の

周
年
事
業
で
実
施
さ
れ
た
パ

ー
テ
ィ
ー
ス
タ
イ
ル
の
『
祝

賀
会
』
を
軸
に
検
討
。

た
だ
し
、
飲
食
中
心
に
若

干
の
余
興
が
入
る
と
い
っ
た

内
容
で
は
、
同
窓
会
の
周
年

記
念
行
事
相
応
の
魅
力
に
欠

け
る
と
の
指
摘
が
あ
る
た
め
、

イ
ベ
ン
ト
と
と
し
て
の
内
容

充
実
が
求
め
ら
れ
る
。

既
に
期
日
と
会
場
が
別
掲

の
よ
う
に
内
定
し
て
い
る
。

是
非
と
も
、
多
数
の
会
員
に

参
加
い
た
だ
き
た
い
。

千
葉
県
立
国
府
台
高
等
学
校
は
、
旧
制
市
川
市
立
中
学
校
と
し
て
一
九
四
三
年
開
校
。

以
来
、
歴
史
と
伝
統
を
重
ね
て
来
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
授
業
は
も
と
よ
り
、

学
校
行
事
や
課
外
活
動
も
通
常
通
り
実
施
で
き
な
い
状
況
に
陥
っ
た
。
対
応
措
置
は
既

に
三
年
に
及
び
、
例
え
ば
、
現
役
の
在
校
生
の
中
に
「
完
全
な
」
鴻
陵
祭
を
経
験
し
た

者
が
一
人
も
い
な
い
。
前
例
踏
襲
で
進
め
る
こ
と
は
万
事
に
お
い
て
困
難
だ
。

難
局
と
対
峙
し
つ
つ
時
世
に
即
し
た
伝
統
継
承
の
道
を
探
る
八
十
周
年
。
歴
史
の
結

節
点
と
な
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
転
換
点
と
も
な
り
そ
う
だ
。

求
む
！
人
材

同
窓
会
で
は
、
記
念
事
業

の
企
画
運
営
に
あ
た
る
人
材

を
切
実
に
求
め
て
い
る
。
事

業
の
運
営
全
体
に
携
わ
っ
て

い
た
だ
け
な
い
方
も
、
可
能

な
範
囲
で
、
内
容
に
よ
っ
て

は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
、

協
力
を
仰
ぎ
た
い
。

多
数
の
会
員
の

協
力
を
願
う
。
問
合
わ
せ
は
、

メ
ー
ル
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
Ｄ
Ｍ
で
。

二
〇
二
二
年
四
月
、
改
正

民
法
の
施
行
に
よ
り
成
年
年

齢
が
十
八
歳
に
引
き
下
げ
ら

れ
た
。
高
校
生
は
最
終
学
年

の
年
度
末
ま
で
に
、
つ
ま
り

新
同
窓
会
員
と
し
て
歩
み
出

す
ま
で
に
、
成
年
に
達
す
る

こ
と
に
な
る
。

成
年
に
達
す
る
と
、
親
権

に
よ
る
同
意
な
し
に
法
律
行

為
可
能—

—

学
校
現
場
に
於

け
る
生
徒
の
意
思
決
定
へ
の

あ
る
べ
き
対
応
に
つ
い
て
社

会
的
論
議
が
続
い
て
い
る—

—

と
な
り
、
事
理
弁
識
能
力

を
獲
得
し
た
と
見
做
さ
れ
、

「
子
供
だ
か
ら
」
と
い
う
抗

弁
の
余
地
を
喪
失
す
る
。

新
成
人
に
限
ら
ず
、
「
大

人
」
に
伍
し
て
行
く
に
は
、

自
分
自
身
を
正
確
に
査
定
で

き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
時

代
や
情
勢
が
変
わ
れ
ば
、
ひ

と
度
身
に
つ
け
た
知
識
や
経

験
の
陳
腐
化
は
も
ち
ろ
ん
、

倫
理
観
道
徳
観
の
動
揺
も
あ

る
。
査
定
に
用
い
る
基
準
そ

の
も
の
も
、
適
正
か
つ
実
際

に
適
用
可
能
な
も
の
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

自
分
が
採
用
し
て
い
る
基

準
の
確
認
と
補
正
に
は
、
尺

度
を
照
合
で
き
る
関
係
の
人

物
と
の
交
流
が
不
可
欠
だ
。

交
流
の
仲
媒
と
し
て
の
機
能

を
「
大
人
の
集
ま
り
」
同
窓

会
に
期
待
し
た
い
。

学
校
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
同
窓
会

の
三
者
に
よ
る
創
立
八
十
周

年
記
念
事
業
実
行
委
員
会

（
以
下
、
実
行
委
）
が
発
足
、

活
動
を
開
始
し
た
。
同
窓
会

選
出
の
委
員
は
、
加
藤
会
長
、

藤
原
副
会
長
、
高
橋
理
事
長
、

榎
本
会
計
、
村
越
常
任
理
事
。

二
〇
二
一
年
七
月
二
十
七

日
の
第
一
回
実
行
委
で
は
、

委
員
長-

加
藤
同
窓
会
長
、
副

委
員
長-

堀
米
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

苅
込
校
長
、
会
計-

堀
事
務
長
、

事
務
局
長-

後
藤
総
務
部
部
長

の
役
員
選
出
と
、
『
記
念
式

典
』
『
記
念
誌
』
『
記
念
品
』

三
部
会
の
設
置
な
ど
を
決
定
。

こ
こ
に
い
う
『
式
典
』
は
学

校
主
体
の
も
の
で
、
同
窓
会

企
画
の
『
祝
賀
会
』
は
実
行

委
実
施
の
記
念
事
業
に
は
含

ま
れ
な
い
。

以
後
、
第
二
回
（
二
〇
二

一
年
十
二
月
十
六
日
）
、
第

三
回
（
二
〇
二
二
年
七
月
十

九
日
・
異
動
に
よ
り
副
委
員

長
に
臼
井
校
長
）
が
開
か
れ

て
い
る
。

現
在
、
事
業
全
体
の
枠
組

み
と
各
部
会
担
当
の
事
業
内

容
を
固
め
る
作
業
に
入
っ
て

い
る
が
、
三
者
そ
れ
ぞ
れ
の

想
定
す
る
内
容
に
齟
齬
が
あ

る
た
め
、
情
報
共
有
と
認
識

の
共
通
化
を
急
い
で
い
る
。

記
念
事
業
の
費
用
は
、
同

窓
会
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
の
分
担
と

な
り
、
同
窓
会
は
一
〇
〇
万

円
を
拠
出
す
る
方
向
で
あ
る
。

創
立
８
０
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会

学
校
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
・

同
窓
会

三
者

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

国
府
台
高
校
８
０
年
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2021(令和3)年度 事業報告

母校支援
部活動遠征等支援
課外活動壮行奨励制度 【詳細３面参照】

鴻陵会表彰 【詳細３面参照】
その他 生徒会助成等
会報全会員送付・賛助金募集
2021年10月に会報40号を発行
全会員に送付し、あわせて賛助金を募集
鴻陵祭展示

※コロナ禍の影響により鴻陵祭一般公開中止
同窓会参加も中止

その他
第76回入学式（2021年4月）
第74回卒業式（2022年3月）
※コロナ禍の影響により来賓は不参加

同窓会入会式・鴻陵会表彰表彰式
※コロナ禍の影響により学校が代理実施

会報（第40号）の編集・発行
ＷＥＢサイト・ＳＮＳアカウントの管理運営

同窓会会員台帳の更新
同窓会入会票を基に新卒会員（73期生）の登録
会報の発送先の精査
個人情報保護法対策
会員台帳管理方法の改善

８０周年記念事業に関する準備・検討
学校側やPTAとの創立80周年記念事業実行委員会
発足 2回の実行委員会に参加
第1回 2021年7月27日
第2回 2021年12月16日

2022(令和4)年度 事業案

母校支援
部活動支援
課外活動壮行奨励制度
上位の地方大会（関東大会等）全国大会に
進出した団体の支援

鴻陵会表彰
受賞者に賞状と副賞（記念品）を授与

その他
生徒会助成、生徒会との意見交換等
コロナ禍における在校生支援の仕組みの検討

会報全会員送付・賛助金募集
2022年7月に会報41号を発行
全会員に送付し、あわせて賛助金を募集

鴻陵祭展示
コロナ禍等の状況が許せば参加
参加不可の場合も同窓会としてのコミットを

その他
学校行事等への役員出席など
※コロナ禍の影響により未定

会報（第４１号）の編集・発行
ＷＥＢサイト・ＳＮＳアカウント・動画サイト等
の管理運営

同窓会会員台帳の更新
同窓会入会フォームを基に新卒会員（７４期生）

の登録
会報の発送先の精査
各期理事を通じての調査

個人情報保護法対策
会員台帳管理方法の改善

80周年記念事業に関する準備・検討
学校側PTAとの創立80周年記念事業実行委員会で
の検討
80周年記念 国府台高校ロゴ募集
80周年記念同窓会公式WEBサイトリニューアル

旅行部
同窓生による旅行の実施

５月２８日 日曜日 午前１０時
於 国府台高校

2021(令和3)年度一般会計決算報告
1.収入の部
項目 予算額 収入済み額 予算超過額 摘要

会費 966,000 966,000 0 ￥3,000×322人
前年度繰越金 253,531 253,531 0 利息・未払い交通費
特別会計より 0 0 0
雑収入 99 30,156 30,057
賛助金 1,400,000 1,612,169 212,169

計 2,619,630 2,861,856 242,226

2.支出の部
項目 予算額 支払い済み額 予算超過額 摘要

運営費 100,000 83,148 -16,852
会議費 10,000 7,458 -2,542 会議費･茶･資料印刷費
事務費 20,000 10,688 -9,312 紙･インク･封筒
通信費 10,000 4,320 -5,680 海外発送代
交通費 50,000 60,682 10,682
総会費 10,000 0 -10,000

母校支援費 320,000 296,651 -23,349
卒業記念品代 100,000 99,852 -148
生徒会助成金 50,000 50,000 0
課外活動壮行奨励費 80,000 80,000 0
鴻陵会表彰 90,000 66,799 -23,201

委員会活動費 420,000 482,353 62,353
広報委員会 400,000 482,353 82,353 会報印刷費･サーバー代
個人情報管理委員会 10,000 0 -10,000
80周年準備委員会 10,000 0 -10,000

鴻陵祭 0 0 0
会報封入発送 1,600,000 1,370,032 -229,968
事業費 150,000 0 -150,000
特別積立 0 300,000 300,000
予備費 29,630 0 -150,000
次年度繰越金 329,672 前年比￥66,361増

計 2,619,630 2,861,856 242,226

2021(令和3)年度特別会計決算報告
1.収入の部
項目 予算額 収入済み額 予算超過額 摘要

前年度繰越金 2,409,318 2,409,318 0
積立金 0 300,000 300,000
雑収入 0 15 15
賛助金 0 0 0

計 2,409,318 2,709,333 300,015

2.支出の部
項目 予算額 支払い済み額 予算超過額 摘要

次年度繰越金 2,409,318 2,709,333 300,015
計 2,409,318 2,709,333 300,015

1.収入の部
項目 予算額 前年度予算額 前年度との差額 摘要

特別会計より 1,500,000 0 1,500,000
雑収入 0 0 0
賛助金 0 0 0

計 1,500,000 0 1,500,000

2022(令和4)年度一般会計予算
1.収入の部
項目 予算額 前年度予算額 前年度との差額 摘要

会費 942,000 966,000 -24,000 ￥3,000×314人
前年度繰越金 329,672 253,531 76,141
雑収入 328 99 229
賛助金 1,400,000 1,400,000 0

計 2,672,000 2,619,630 52,370

2.支出の部
項目 予算額 前年度予算額 前年度との差額 摘要

運営費 130,000 100,000 30,000
会議費 20,000 10,000 10,000 会議費･茶
事務費 20,000 20,000 0 紙･インク
通信費 10,000 10,000 0
交通費 70,000 50,000 20,000
総会費 10,000 10,000 0

母校支援費 320,000 320,000 0
卒業記念品代 100,000 100,000 0
生徒会助成金 50,000 50,000 0
課外活動壮行奨励 80,000 80,000 0
鴻陵会表彰 90,000 90,000 0

委員会事業費 520,000 420,000 100,000
広報委員会 500,000 400,000 100,000
個人情報管理委員 10,000 10,000 0
80周年準備委員会 10,000 10,000 0

鴻陵祭 0 0 0
会報封入発送 1,400,000 1,600,000 200,000
特別積立 0 0 0
事業費 150,000 150,000 0
予備費 152,000 29,630 122,370

計 2,672,000 2,619,630 52,370

2022(令和4)年度特別会計予算
1.収入の部
項目 予算額 前年度予算額 前年度との差額 摘要

前年度繰越金 2,709,333 2,409,318 300,015
積立金 0 0 0
雑収入 667 0 667
賛助金 0 0 0

計 2,710,000 2,409,318 300,682

2.支出の部
項目 予算額 前年度予算額 前年度との差額 摘要

80周年記念事業特別会計へ 1,500,000 0 1,500,000
次年度繰越金 1,210,000 2,409,318 -1,199,318

計 2,710,000 2,409,318 300,682

2.支出の部
項目 予算額 前年度予算額 前年度との差額 摘要

80周年記念事業費 1,000,000 0 1,000,000
次年度繰越金 500,000 0 500,000

計 1,500,000 0 1,500,000

80周年記念事業特別会計予算 …… 2022年度に新規開設されました。

本部

広報委員会

個人情報管理委員会

８０周年記念事業準備委員会

本部

広報委員会

個人情報管理委員会

８０周年記念事業準備委員会

サークル活動

2022(令和4)年度定例総会議事

2023(令和５)年度 定例総会
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部 活 動 情 報

現役（推薦） 浪人 合計

国公立大学 6 （0） 3 9

私立大学 279（49） 27 306

短期大学 2 （0） 2 4

専門学校 8 （2） 2 10

大学校 0 （0） 0 0

就職 1 （0） 0 1

計 296（52） 34 330

卒業生の進路状況
2021（令和3）年度

校
長

苅
込
英
昭
先
生
（
順
天
堂
大
学
ス
ポ
ー
ツ
健
康
科
学
部
）

国
語

大
竹
未
紗
先
生
（
船
橋
古
和
釜
）

国
語

中
村
久
美
子
先
生
（
再
任
用
終
了
）

国
語

増
田
幸
恵
先
生
（
再
任
用
終
了
）

社
会

鈴
木

誠
先
生
（
定
年
退
職

本
校
再
任
用
）

社
会

宮
本
祐
輝
先
生
（
船
橋
啓
明
）

数
学

稲
垣
秀
樹
先
生
（
東
葉
）

数
学

鈴
木

弘
先
生
（
定
年
退
職

本
校
講
師
）

理
科

東

治
彦
先
生
（
市
川
工
業
）

理
科

大
山
直
見
先
生
（
再
任
用
終
了
）

保
体

飯
島
篤
史
先
生
（
県
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
）

音
楽

渡
部
史
織
先
生
（
松
戸
）

英
語

稲
寺
直
紀
先
生
（
我
孫
子
東
）

英
語

今
泉
博
充
先
生
（
定
年
退
職
）

英
語

久
保
木
忠
男
先
生
（
再
任
用
終
了
）

英
語

山
田
理
恵
子
先
生
（
定
年
退
職
）

英
語

松
尾
智
大
先
生
（
浦
安

講
師
）

＝鴻陵会表彰受賞者＝
第74期卒業生

鴻陵会賞
3ヵ年を通じて学業が優秀な者

８組 林 夏光

功労賞
在学中の課外活動で特に顕著な功績が認められる者

８組 宮口 拓己（書道部）
数多くの書道展で上位入賞を果たした。

皆勤賞
3ヵ年皆勤（無欠席、無遅刻、無早退及び無欠課）の者

転
出･

退
職
さ
れ
た
先
生

二
〇
二
二
年
三
月
に
十
七
名
の
先
生
方
が
転
出･

退
職
さ
れ
ま
し
た
。

ボート
◎全国ボート選手権大会
女子 ダブルスカル 準々決勝進出
男子 ダブルスカル 準々決勝進出 シングルスカル 出場

○関東高校選抜ボート大会
男子 ダブルスカル 決勝進出５位入賞 シングルスカル 準決勝進出
女子 シングルスカル 準決勝進出 ダブルスカル 出場
フェンシング
◎全国総体フェンシング大会
男子 フルーレ出場 女子 フルーレ出場

○関東高校フェンシング大会
男子 フルーレ出場 女子 フルーレ４位
水泳
○高校総体関東大会
100m平泳ぎ 出場 200m平泳ぎ 出場
千葉県新人水泳大会
100m平泳ぎ ２位 200m平泳ぎ ２位
陸上
○関東新人陸上競技大会
女子800m２位

○関東高校総合体育大会
女子800m出場

○関東選手権大会
女子800m出場
硬式テニス
千葉県総体テニス競技
女子団体の部５位
千葉県テニス新人大会
女子 団体の部 ベスト１６
演劇
千葉県高等学校演劇研究中央発表会
優良賞
ダンス
第33回全日本高校・大学ダンスフェスティバル
出場
吹奏楽
◎全国ポピュラーステージ吹奏楽コンクール
優秀賞
全日本ブラスシンフォニーコンクール
優勝

○東関東吹奏楽コンクール
銅賞
千葉県吹奏楽コンクール本選高等学校A部門
金賞
千葉県吹奏楽個人コンクール
金賞、金賞、銀賞
書道
第22回高校生国際美術展
千葉県知事賞１名、奨励賞２名
第37回高円宮杯日本武道館書写書道大展覧会
東京都議会議長賞1名 日本ＰＴＡ全国協議会賞1名 読売新聞社賞1名
審査委員長奨励賞1名
第26回全日本高校・大学生書道展
全日本高校大学書道展賞1名、優秀賞2名

◎第45回全国高等学校総合文化祭和歌山大会（書道部門千葉県代表）
特別賞1名
第52回近江神宮全国献書大会
毎日新聞社賞1名 栗東市長賞1名 毎日新聞社大津支局長賞2名
第30回国際高校生選抜書展
南関東地区優秀賞（団体）
優秀賞1名 秀作賞2名 入選12名
第62回大東文化大学全国書道展
全国書美術振興会賞（団体）
学長賞1名 理事長賞1名
第58回全日本書き初め大展覧会
全国優秀団体賞（団体-席書の部 全国1位）
文部科学大臣賞1名
日本武道館理事長賞2名
全国高等学校長協会賞1名
全国都道府県立武道館協議会賞1名
朝日新聞社賞2名 読売新聞社賞1名
毎日新聞社賞1名 日本経済新聞社賞1名
産業経済新聞社賞2名 日本テレビ賞1名
第26回全日本高等学校書道コンクール
特別優秀校（団体・全国準優勝） 大賞6名 準大賞9名

サッカー
千葉県サッカー新人大会
出場権獲得
バレーボール
千葉県バレーボール新人大会
女子 出場権獲得
バスケットボール
千葉県バスケットボール新人大会
男子 出場権獲得
ソフトテニス
千葉県総体ソフトテニス競技
個人戦ベスト１６
弓道
千葉県総体弓道競技
男子個人５位
剣道
千葉県剣道新人大会
出場権獲得

第19回和洋女子大学競書大会
全日本書道連盟奨励賞１名
審査員奨励賞7名
読売書き初めコンクール
特選1名、佳作2名
第11回全国青少年書き初め大会
ＮＨＫ会長賞（団体・全国準優勝）
文部科学大臣賞1名
全国書道高等学校協議会理事長賞1名
全日本高等学校書道教育研究会会長賞1名
全日本高等学校芸術教育研究会会長賞1名
審査委員奨励賞2名

◎…全国大会 ○…関東大会
同窓会「課外活動壮行奨励制度」により壮行奨励金を支給しました。

１組

２組

３組

秋吉 健吾
大槻 洋翔
齊藤 慶吾
末永 侑樹
髙澤 樹
髙橋 粋
山手 旺大
飯塚 のあ
前島 健太
青山 健太郎
阿部 祥大
梅本 航
小野 颯馬
北野 航成

４組

５組

西浦 翔
半田 彩奈
松本 響
石崎 紗彩
北浦 拓歩
佐藤 美海
寺門 花菜
古川 眞琴
天川 琴弓
北村 優奈
櫛田 朱里
佐藤 未夏
谷口 陽祐
中村 くるみ

６組

７組

８組

芳賀 なつひ
矢口 七海
山川 ゆい
岡本 一華
佐々木 倖
三好 有紗
串部 智佳
西前 結来
安井 芽依
飯生 詩織
佐藤 優妃
松丸 日向子
安元 彩夏
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【
1
】
柴
田
逸
郎

田
邉
福
松

【
2
】
天
野
陽
一

高
橋
清
一

【
3
】
浅
野
誠

井
尾
成
海

河
合
隆
一

北
川
洪
才

杉
浦

右
蔵

田
中
煕

【
4
】
西
田
春
宏

石
井
清
之

斎
藤
政
子

植
村
隆
司

小
貫

丹

浅
賀
俊
策

【
5
】
飯
田
三
郎

臼
田
澄

江
原
邦
雄

小
川
治

【
6
】
山
本
五
男

飯
田
ひ
と

み

前
田
奈
美
子

御
木
本
明

子

山
本
華
南
美

海
野
春
雄

河
内
賢
隆

神
沢
利
宗

河
野

稔

齋
藤
純
生

安
島
康
夫

日
比
野
紀
男

宮
本
忠
郎

【
7
】
今
関
一
夫

大
西
正
近

藤
春
芳

松
丸
敏
明

土
屋
光

松
丸
欣
也

湯
浅
時
夫

武
田

保
子

渡
辺
ヱ
イ
子

宇
田
川

幸
子

時
実
素
江

【
8
】
勝
澄
子

河
野
豊

山

崎
博
子

小
谷
松
哲
也

登
坂

公
江

豊
田
重
明

野
中
勃
民

野
村
佳
雄

青
木
祝
子

星
野

元
男

【
9
】
市
川
澄
子

伊
能
重
憲

後
藤
正
道

宍
戸
利
奈

柴
田

忠

柴
田
幸
子

高
島
三
津
彦

田
中
愛
子

冨
沢
良
子

【
10
】
浅
野
和
市

江
下
保
男

遠
藤
征
勝

大
浦
眞
佐
子

小

野
幸
枝

櫻
井
壽
一

遠
山
登

士

高
田
節
子

太
田
二
三
子

森
田
征
次
郎

吉
本
和
子

【
11
】
山
田
敏
明

浅
賀
巌

秋
坂
啓
太
郎

藤
井
寛
子

大

河
内
次
雄

加
藤
明
身

福
地

身
一

小
笠
原
貞
子

五
十
嵐

久
美
子

日
向
ま
す

保
坂
千

恵
子

松
浦
三
津
子

柳
隆
子

【
12
】
秋
本
幹
夫

野
澤
秀
子

米
村
さ
と
み

泉
谷
清
次

小

澤
護

櫻
澤
秀
子

中
田
啓
子

宮
下
洋
子

腰
原
誠

根
岸
薫

室
和
成

柳
川
俊
介

山
崎
壽

子

斎
藤
栄
子

斉
藤
良
子

杉
山
撤
宗

宮
山
繁

髙
木
召

子

野
田
昭
子

【
13
】
松
平
百
合
子

岩
瀬
美

大
内
進

大
久
保
等

河
西
明

本
橋
乗
子

高
梨
昭
子

渡
部

由
美
子

永
塚
冨
美
子

田
中

隼
夫

立
原
昭
臣

千
葉
和
恵

岡
本
允
子

西
村
昭
彦

外
岡

弘
子

堀
越
健
爾

関
邦
子

松
本
康
男

岩
瀬
多
喜
子

【
14
】
豊
田
芳
子

稲
本
智

田
中
田
人

須
賀
昭
子

田
中

英
子

杉
浦
多
美
子

本
吉
良

子

小
野
昭
夫

竹
内
喜
忠

秋
谷
征
子

山
崎
主
税

木
村

千
枝
子

秋
山
喜
義

鳥
居
英

彰

野
村
匡
司

渡
辺
征
則

本
間
和
子

秋
元
幸
男

岸
田

浩
一

那
知
輝
慧

萩
谷
和
惠

【
15
】
内
田
節
子

佐
々
木
三

枝
子

染
谷
昭
一

柴
藤
瑠
美

子

渡
邊
敏
子

阿
部
君
世

榎
本
好
子

中
村
正
子

荒
井

美
津
子

安
藤
康
彦

【
16
】
西
野
愛
子

小
倉
俊
昭

角
谷
冨
士
男

松
丸
孝
男

杉

山
榮
子

高
橋
勲

髙
橋
玲
子

佐
藤
美
佐
子

安
永
和
代

町

山
和
江

佐
倉
保

島
野
修
至

高
橋
五
十
武

山
口
美
智
子

山
口
孝
枝

多
田
吉
晴

内
山

和
子

服
部
洋
子

松
岡
厚
子

黒
川
公
子

大
橋
一
正

前
川

正
敏

山
本
眞
知
子

【
17
】
細
野
隆
志

遠
藤
貞

村
上
榮
一

安
藤
啓
子

山
本

尚
子

野
間
宗

野
本
と
も
子

赤
萩
郁
子

武
内
修

友
寄
景

和

村
上
玲
子

斉
木
幸
子

千
葉
洋
子

三
浦
多
恵
子

内

山
賢
一
郎

【
18
】
中
嶌
和
子

唐
笠
美
智

子

原
田
和
子

丸
茂
茉
莉

青
木
倶
子

内
田
明
代

桜
井

良
夫

山
崎
有
子

嶋
田
は
る

子

重
山
行
雄

田
辺
克
美

荒
木
洋
子

吉
田
章
代

大
越

芳
江

貝
之
瀬
美
代
子

荒
井

寛
子

西
田
昌
之

福
池
幹
雄

石
松
礼
子

廣
澤
政
明

松
丸

伸
一
郎

飯
生
高
一
郎

植
田

洋
一

中
台
久
作

大
友
妙
子

安
藤
哲
士

星
野
誠

見
並
登

石
井
達
雄

大
田
原
正
男

中

澤
（
近
藤
）
悌
之

山
崎
真
弘

川
上
早
苗

小
嶋
登
美
子

倉

岡
修

寄
本
義
一

渡
来
士
郎

小
薗
邦
夫

野
間
修
一

森
光

小
原
嘉
子

【
19
】
畠
好
太
郎

横
尾
格
美

赤
堀
正
光

小
川
幸
次

山
内

泰
生

渡
部
静
夫

小
林
美
知

子

中
尾
治
子

児
玉
久
子

土
屋
ひ
ろ
み

高
橋
和
子

秋

元
正
弘

梅
田
政
二

【
20
】
秋
本
茂
夫

大
川
博
志

大
久
保
博

佐
藤
了

竹
谷
孝

一

木
幡
道
子

神
林
裕
子

飯
田
裕

千
石
徹

皿
池
真
知

子

大
久
保
照
雄

熊
谷
俊
一

柴
田
幸
治

東
條
保
典

秋
田

谷
建

久
保
博

澤
田
友
佳

髙
木
保

土
屋
雄
三

土
屋
五

百
子

長
谷
川
景
子

天
野
和

代【
21
】
山
本
純
子

田
中
貴
美

子

松
田
和
夫

増
山
佐
代
子

髙
橋
俊
治

江
崎
道
子

松
丸

春
生

山
本
正
博

桑
原
裕
子

多
田
光

【
22
】
田
中
孝
夫

佐
々
木
教

安

石
川
恵
美
子

横
尾
隆

笠
野
昌
樹

河
内
明
夫

矢
作

宏

川
名
光
俊

井
上
邦
夫

園
部
由
里
子

河
内
和
子

西

岡
晶
子

上
田
眞
弓

小
倉
和

幸

織
田
透

熊
谷
敏
夫

寺

西
薫

武
藤
茂
樹

山
下
幸
治

大
澤
節
子

川
端
貴
代
志

野

村
誠

横
尾
幸
子

小
田
勝
正

加
瀬
友
喜

藤
井
暢
純

松
井

重
喜

村
山
美
枝
子

浅
野

誠

（
１
）

コ
ロ
ナ
禍
が
治
ま
ら
ず
、

日
本
経
済
も
一
時
元
気
が
な

く
、
周
辺
の
諸
外
国
も
安
定

せ
ず
、
不
安
材
料
が
多
す
ぎ

る
様
で
す
。

河
合

隆
一
（
３
）

①
太
平
洋
戦
争
ど
こ
ろ
で
は

な
い
危
機
で
す
。
ど
ん
な
社

会
に
な
っ
て
い
く
の
か
。

②
我
が
断
捨
離
は
な
か
な
か

は
か
ど
り
ま
せ
ん
。

斎
藤

政
子
（
４
）

い
つ
の
間
に
か
米
寿
。
フ

ラ
ダ
ン
ス
を
楽
し
ん
で
い
ま

す
。
孫
の
よ
う
な
会
員
の
方

映
画
「
ス
ウ
ィ
ン
グ
ガ
ー

ル
ズ
」
（
二
〇
〇
四
）
で
一

躍
注
目
を
浴
び
た
高
校
生
ジ

ャ
ズ
バ
ン
ド
で
す
が
、
本
校

吹
奏
楽
部
も
一
九
六
〇
年
代

に
全
国
に
先
駆
け
て
高
校
生

ジ
ャ
ズ
バ
ン
ド
と
し
て
ス
タ

ー
ト
し
た
ユ
ニ
ー
ク
な
歴
史

を
持
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
同
窓
生
が
一
九
七
六

年
に
始
め
た
ビ
ッ
グ
バ
ン
ド

「
い
も
ば
ん
ど
」
（
代
表
二

十
四
期
高
橋
守
之
）
が
四
十

回
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
を
敢
行
。

ゲ
ス
ト
の
和
太
鼓
集
団
が
幕

開
け
を
飾
り
、
続
い
て
四
十

年
の
歴
史
に
裏
打
ち
さ
れ
た

オ
ト
ナ
な
ス
ウ
ィ
ン
グ
フ
ィ

ー
ル
を
堪
能
さ
せ
て
く
れ
ま

し
た
。
ま
た
第
三
部
で
は
、

212425

寺
田
寛
典

早
房
長
隆

鎌
田
一
夫(

故)

★
高
橋
守
之

深
井
正
彦(

故)

稲
泉
安
彦

小
島
洋
之

小
林
一
成

佐
藤
研

2629

上
村
隆

青
木(

棚
田)
純
代

吉
田
直

青
木
啓
一

明
石
行
夫

榎
本
弘
良

★
金
原
靖

★
小
森
毅

柴
田
孝
一

303235
★
安
藤
（
服
部
）
雅

★
島
津
孝
行

関
信
明

上
村(

中
島)

直
子

★
有
田
直
志

田
中(
葛
城)

郁
子

稲
泉(

寺
沢)
淑
子

斎
藤
一
則

い
も
ば
ん
ど

四
十
回
記
念
コ
ン
サ
ー
ト

々
の
ほ
ほ
え
ま
し
い
活
躍
に

目
を
細
め
て
お
り
ま
す
。

臼
田

澄
（
５
）

長
男
一
家
の
近
く
で
一
人

暮
ら
し
、
健
康
。
合
唱
団
で

ウ
イ
ー
ン
に
行
き
、
ド
イ
ツ

で
は
第
九
合
唱
に
参
加
し
、

コ
ー
ラ
ス
は
現
在
も
続
き
、

元
気
な
こ
と
は
感
謝
で
す
。

河
野

稔
（
６
）

米
寿
を
終
え
、
相
変
わ
ら

ず
の
車
椅
子
、
リ
ハ
ビ
リ
生

活
の
毎
日
で
す
が
、
二
〇
二

二
年
こ
そ
総
会
、
鴻
陵
会
出

席
の
年
と
な
る
よ
う
い
っ
そ

う
頑
張
り
た
く
思
っ
て
い
ま

す
。

御
木
本

明
子
（
６
）

今
月
（
十
一
月
）
八
十
七

才
の
Ｂ
ｉ
ｒ
ｔ
ｈ
ｄ
ａ
ｙ
を

迎
え
ま
す
。
元
気
で
す
が
認

知
症
で
す
。
（
次
女
）

今
関

一
夫
（
７
）

結
婚
五
十
年
、
三
浦
綾
子

文
学
ツ
ア
ー
で
北
海
道
へ
行

き
ま
し
た
。
「
氷
点
」
「
塩

狩
峠
」
「
泥
流
地
帯
」
な
ど

現
地
を
訪
ね
、
作
品
と
の
関

連
を
楽
し
ん
で
き
ま
し
た
。

晩
秋
の
広
大
な
北
海
道
の
景

観
に
癒
さ
れ
ま
し
た
。

大
西

正
純
（
７
）

〝
年
は
自
分
で
作
る
も
の
〟

ま
だ
六
十
才
の
つ
も
り
で
い

ま
す
。
ゴ
ル
フ
の
ハ
ン
デ
二

十
八
で
す
。

小
谷
松

哲
也
（
８
）

認
知
症
に
な
り
読
み
書
き

が
で
き
ま
せ
ん
。
私
が
代
筆

し
ま
し
た
。
（
妻
）

田
中

愛
子
（
９
）

九
期
生
、
香
山
（

）
登

一
先
生
ご
夫
妻
を
囲
ん
で
の

句
会
〝
常
夜
灯
〟
を
今
も
十

人
の
生
き
残
り
が
細
々
な
が

ら
灯
を
消
さ
ず
毎
月
続
け
て

い
ま
す
!!

浅
野

和
市
（
10
）

十
期
上
野
肇
三
氏
は
二
〇

二
一
年
九
月
、
高
久
明
利
氏

は
二
〇
二
一
年
十
月
永
眠
。

櫻
井

壽
一
（
10
）

傘
寿
も
過
ぎ
て
ま
だ
社
会

活
動
に
協
力
努
力
し
て
い
ま

す
。
心
身
の
健
康
第
一
で
す

よ
。
放
送
部
ど
う
し
た
か
な
？

藤
井

寛
子
（
11
）

毎
年
三
月
に
有
志
で
会
を

持
っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の

と
こ
ろ
中
止
。
す
で
に
故
人

と
な
っ
た
方
々
も
数
人
。
投

薬
や
通
院
は
あ
っ
て
も
動
け

る
だ
け
感
謝
。

山
田

敏
明
（
11
）

転
勤
で
大
阪
千
里
万
博
の

地
が
終
の
棲
家
と
な
っ
て
早

や
半
世
紀
で
す
。
ミ
ニ
現
役

続
行
中
で
す
。

六
十
年
前
の
校
舎
を
一
度

見
に
行
く
計
画
が
コ
ロ
ナ
騒

動
で
叶
わ
ず…

…

。
母
校
の

益
々
の
発
展
を
祈
念
し
て
お

り
ま
す
。

加
藤

明
身
（
11
）

丸
山
清
氏
二
〇
二
一
年
三

月
、
国
府
浜
敦
子
氏
二
〇
二
一

年
三
月
、
亡
く
な
り
ま
し
た
。

福
地

身
一
（
11
）

令
和
二
年
度
第
二
十
五
回

関
東
高
等
学
校
選
抜
新
人
陸

こ
う

や
ま

上
競
技
選
手
権
大
会
で
島
倉

あ
ゆ
美
（
二
年
市
川
二
中
出

身
）
が
八
〇
〇
ｍ
で
三
位
入

賞
果
た
し
ま
し
た
。
全
国
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
に
期
待
。

野
澤

秀
子
（
12
）

冬
に
な
る
と
思
い
出
す
教

室
に
暖
房
が
な
か
っ
た
こ
と

を
。
ス
パ
ル
タ
教
育
だ
っ
た
？

準
備
室
は
炭
の
火
鉢
の
み
。

今
、
考
え
ら
れ
な
い
ね
。

外
岡

弘
子
（
13
）

週
一
回
歌
う
こ
と
が
生
き

が
い
。
老
老
介
護
で
す
。

秋
山

喜
義
（
14
）

歳
を
重
ね
る
毎
に
国
府
台

高
校
時
代
を
懐
か
し
く
思
わ

れ
ま
す
。
八
十
周
年
記
念
を

楽
し
み
に
〝
そ
れ
迄
体
が
〟

渡
辺

征
則
（
14
）

会
報
四
十
号
の
「
思
い
出
」

欄
の
投
稿
が
三
人
程
掲
載
さ

れ
て
い
た
の
で
大
変
懐
か
し

く
読
み
ま
し
た
。

渡
邊

敏
子
（
15
）

押
し
花
を
は
じ
め
て
四
十

年
余
り…

…

コ
ロ
ナ
禍
の
中

で
も
、
庭
の
花
と
対
話
し
な

が
ら
楽
し
く
作
品
を
作
っ
て

癒
さ
れ
る
日
々
で
す
。

松
丸

孝
男
（
16
）

梨
作
り
五
十
七
年
。
八
十

才
迄
ガ
ン
バ
ル
。

小
原

嘉
子
（
18
）

リ
モ
ー
ト
で
ク
ラ
ス
会
。

ア
メ
リ
カ
の
友
人
と
話
が
で

き
た
の
は
コ
ロ
ナ
の
お
か
げ
？

や
っ
ぱ
り
会
い
た
い
。

原
田

和
子
（
18
）

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
日

々
で
す
。
地
区
社
協
支
え
合

い
活
動
を
「
ち
ょ
っ
と
困
っ

た
お
年
寄
り
」
の
サ
ポ
ー
ト

活
動
を
し
て
い
ま
す
。

（
二
〇
二
一
年
六
月
～

二
〇
二
二
年
三
月
）

会
員
有
志
の
方
々
か
ら
賛
助

金
に
ご
協
力
を
頂
き
ま
し
た
。

ご
協
力
に
感
謝
！

い
も
ば
ん
ど
（
草
創
期
の
「
稲
泉
安
彦
と
Ｏ
＆
Ｂ
」
時
代
を
含
む
）

に
在
籍
し
た
同
窓
生

期
数
・
五
十
音
順
・
敬
称
略

★
は
現
在
籍
者

Ｎ
Ｈ
Ｋ
朝
ド
ラ
「
カ
ム
カ
ム

エ
ブ
リ
バ
デ
ィ
」
で
注
目
さ

れ
た
「
オ
ン
ザ
サ
ニ
ー
サ
イ

ド
オ
ブ
ザ
ス
ト
リ
ー
ト
」
を
、

初
期
の
ス
タ
イ
ル
で
あ
る
小

編
成
の
デ
ィ
キ
シ
ー
ラ
ン
ド

ス
タ
イ
ル
（
二
十
八
期
島
﨑

喜
明
他
）
と
、
ボ
ー
カ
ル

（
二
十
九
期
鎗
田
圭
子
）
を

交
え
た
ビ
ッ
グ
バ
ン
ド
ス
タ

イ
ル
の
ふ
た
つ
の
ア
レ
ン
ジ

で
熱
演
。
満
場
の
拍
手
喝
采

を
浴
び
て
い
ま
し
た
。

29
期

榎
本

弘
良
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【
23
】
松
岡
秀
明

中
島
行
雄

小
林
丈
文

秋
葉
滋

原
田
恵

津
子

秋
本
雅
弘

田
口
幸
夫

大
久
保
進

河
西
紀
美
子

齋

藤
均

佐
々
木
裕
一

島
根
澄

江

沖
野
雄
司

倉
島
俊
和

日
野
浩
光

【
24
】
川
上
伸
児

中
台
邦
也

戸
田
ま
り
子

甲
斐
久
也

斉

藤
信
二
郎

柴
田
則
夫

川
上

美
紀
子

古
橋
雄
二

【
25
】
泉
澤
祐
治

鬼
頭
芳
則

石
山
泰
明

髙
橋
清

鴇
崎
修

萩
原
剛

萩
原
博

中
台
昌
美

川
畑
雅
史

佐
竹
洋

中
村
正

樹【
26
】
末
廣
左
千
子

渡
辺
幸

保

小
野
田
博
文

小
坂
正
一

小
林
謙
三

石
橋
賢
一

遠
藤

雅
道

大
野
一
美

藤
田
克
彦

匿
名

【
27
】
遠
藤
悟

清
水
絹
代

瀧
口
宏

小
林
博
文

橋
本
則

子

一
木
真
美
子

【
28
】
金
澤
美
智
子

讃
岐
田

恵
美

冨
永
敦
子

菊
田
美
知

子

多
田
真

河
野
尚
美

堀

切
伸
一

森
真
由
子

【
29
】
平
井
ま
ゆ
み

藤
田
秋

子【
30
】
岡
野
順
子

【
31
】
寺
尾
里
代

筒
井
ま
さ

子

市
原
一
雄

落
合
幸
子

二
ノ
宮
敏
行

二
宮
し
を
り

佐
藤
成
子

【
32
】
武
者
弥
生

伊
藤
滋
子

田
中
郁
子

馬
場
千
恵
子

谷

口
尚
範

相
原
一
仁

中
村
順

一

前
原
健
二

清
水
博
之

多
田
く
み
子

【
33
】
石
井
広
志

高
橋
義
則

坂
井
眞

匿
名

【
34
】
宮
倉
茂
樹

松
井
孝
雄

鈴
木
基
道

【
35
】
杉
山
幸
子

保
田
広
安

蓮
池
幸
子

井
上
治

【
36
】
小
林
昌
義

丸
山
誠
一

小
林
雅
子

青
田
泰
代

大
森

雅
久

押
切
信
幸

【
37
】
横
田
淳
一

楠
本
宇
香

匿
名

【
38
】
猪
野
周
九

上
村
真
一

渡
辺
祥
子

西
村
（
宮
本
）
幸

子【
39
】
園
田
大
策

伊
藤
桂
吾

本
山
文
朋

有
田
敏
伸

稲
嶺

健

高
野
（
荒
井
）
歩

【
40
】
貴
田
正
子

田
中
寛
子

【
41
】
瀬
戸
裕
之

塚
本
将
史

【
42
】
榛
村
道
輝

久
保
田
宗

穂【
45
】
大
橋
正
明

【
46
】
中
川
清
輝

【
47
】
矢
島
隆
志

【
49
】
濱
田
研
一

【
52
】
秋
田
谷
剛

小
黒
ゆ
か

り

川
島
健

髙
木
佑
樹

【
55
】
鎌
原
（
矢
口
）
沙
綾

【
57
】
桜
井
孝
則

古
市
雅
洋

【
59
】
花
田
遥
香

【
60
】
金
井
伊
織

【
65
】
浅
井
公
太

【
73
】
國
司
裕
一
郎

【
葛
南
1
】
佐
藤
武

須
賀
常

吉【
葛
南
６
】
矢
嶋
弘
子

【
葛
南
８
】
末
次
治
子

加
納

桂
子

松
木
光
子

【
葛
南
11
】
石
引
美
貴

【
葛
南
18
】
武
田
芳
人

【
葛
南
19
】
須
永
富
美
子

【
恩
師
】
鬼
島
正
和

大
木
忠

郎

岡
野
照

酒
井
健
一

冨

永
勝
子

加
納
晴
雄

以
上
四
五
五
名

初
舞
台
と
な
っ
た
文
化
祭

で
の
ラ
シ
ー
ヌ
作
『
フ
ェ
ー

ド
ル
』
（
川
口
洋
先
生
演
出
）

で
、
王
子
イ
ポ
リ
ッ
ト
役
の

小
生
の
冒
頭
の
セ
リ
フ
が

「
決
心
は
つ
い
た
。
私
は
旅

に
出
る
」
だ
っ
た
。

先
輩
の
渡
部
（
旧
姓
小
林
）

由
美
子
さ
ん
か
ら
の
年
賀
状

に
、
当
時
の
演
劇
部
の
部
長

だ
っ
た
高
梨
洋
一
さ
ん
が
奥

様
の
（
旧
姓
後
藤
）
昭
子
さ

ん
と
目
白
駅
近
く
で
カ
フ
ェ

を
開
い
て
い
る
の
で
行
か
な

い
か
と
お
誘
い
が
あ
っ
た
。

高
梨
さ
ん
は
十
二
期
、
後
藤

さ
ん
、
小
林
さ
ん
は
十
三
期
、

小
生
は
十
四
期
だ
。
忘
れ
得

ぬ
先
輩
方
と
の
再
会
が
叶
う

な
ん
て
夢
の
よ
う
な
こ
と
。

も
ち
ろ
ん
心
を
弾
ま
せ
て
お

誘
い
に
乗
っ
た
。

瀟
洒
な
カ
フ
ェ
に
入
り
王

妃
で
母
親
役
だ
っ
た
昭
子
さ

ん
に
再
会
す
る
や
「
イ
ポ
リ

ッ
ト
は
六
十
四
年
の
永
い
旅

を
終
え
て
オ
リ
ン
ポ
ス
山
の

麓
コ
リ
ン
ト
の
都
か
ら
戻
り

ま
し
た
」
の
珍
セ
リ
フ
を
用

意
し
て
告
げ
た
の
だ
が
、
演

技
力
不
足
か
思
惑
の
ほ
ど
受

け
な
か
っ
た
。
そ
れ
よ
り
、

お
二
人
を
前
に
し
て
結
婚
さ

れ
て
い
た
こ
と
に
小
生
は
腑

に
落
ち
る
思
い
を
抱
い
た
の

だ
が
、
当
時
そ
れ
ほ
ど
に
彼
、

彼
女
お
二
人
は
不
思
議
な
オ

ー
ラ
を
発
し
て
い
た
印
象
が

強
か
っ
た
か
ら
だ
。

演
劇
部

六
十
四
年
後
の
再
会

左側 高梨夫妻 右側 渡部さんと小生

ワ
イ
ン
や
ビ
ー
ル
を
飲
み

な
が
ら
の
語
ら
い
は
、
往
時

の
部
員
諸
氏
の
消
息
や
思
い

出
、
練
習
時
の
出
来
事
、
演

じ
た
劇
の
こ
と
、
果
て
は
校

歌
を
口
ず
さ
み
な
ど
な
ど
盛

り
上
が
っ
て
楽
し
い
宵
に
な

っ
た
。

ち
な
み
に
こ
の
お
店
、
シ

ャ
ン
ソ
ニ
エ
・
カ
フ
ェ
『
ア

コ
リ
ッ
ト
』
は
、
シ
ャ
ン
ソ

ン
歌
手
の
息
子
さ
ん
の
歌
を

楽
し
め
る
趣
向
が
あ
り
、
時

に
興
に
乗
る
と
高
梨
さ
ん
も

歌
う
と
か
。
今
度
、
ア
ッ
ト

ホ
ー
ム
な
店
の
一
隅
に
演
劇

部
時
代
の
メ
ン
バ
ー
に
声
を

か
け
て
テ
ー
ブ
ル
の
一
つ
ぐ

ら
い
は
予
約
し
て
み
よ
う
か

と
思
っ
て
い
る
。

『
ア
コ
リ
ッ
ト
』

山
手
線
目
白
駅
改
札
す
ぐ

℡
０
３₋

５
９
８
２₋

５
９
９
３

14
期

宮
崎

紘
一

先
日
片
付
け
を
し
た
際
に
、

当
時
担
任
の
釜
山
徳
子
先
生

か
ら
ご
指
導
い
た
だ
い
た

（
手
芸
部
・
顧
問
）
手
作
り

の
バ
ッ
グ
が
出
て
ま
い
り
ま

し
た
。
全
面
ビ
ー
ズ
で
覆
わ

れ
た
お
し
ゃ
れ
な
濃
紺
の
バ

ッ
グ…

…

。
母
に
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
て
喜
ば
れ
た
こ
と
な
ど
、

半
世
紀
以
上
前
の
懐
か
し
い

思
い
出
が
蘇
り
ま
し
た
。
釜

山
学
級
の
生
徒
に
と
っ
て
、

先
生
は
時
に
は
厳
し
く
慈
愛

に
満
ち
た
母
親
の
よ
う
な
存

在
で
し
た
。

登
校
時
に
校
門
で
迎
え
て

く
れ
た
松
の
佇
ま
い
、
マ
ラ

ソ
ン
大
会
で
汗
を
流
し
た
江

戸
川
堤
、
通
学
途
中
の
緑
の

木
々
「
若
さ
を
た
た
え
る
緑

の
丘
に
、
燦
然
輝
く
松
柏
こ

そ
は…

…

」
ま
さ
に
校
歌
に

歌
わ
れ
て
い
る
風
景
が
、
高

校
生
活
の
原
風
景
だ
っ
た
の

だ
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

先
日
、
雅
楽
師
・
東
儀
秀

樹
氏
に
よ
る
「
日
本
の
歌
」

を
聞
く
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。

「
朧
月
夜
」
「
浜
辺
の
歌
」

｢

仰
げ
ば
尊
し｣…

…

笙
や
篳

篥
［
ひ
ち
り
き
］
の
音
色
の

ゆ
っ
た
り
と
し
た
調
べ
は
、

心
の
奥
に
深
く
染
み
入
り
ま

し
た
。

と
こ
ろ
が
残
念
な
こ
と
に
、

我
々
世
代
が
親
し
ん
で
き
た

抒
情
歌
は
、
言
葉
が
難
し
い

と
い
う
理
由
で
、
今
で
は
教

科
書
か
ら
消
え
つ
つ
あ
る
と

い
う
こ
と
で
す
。

デ
ジ
タ
ル
化
が
進
み
、
こ

の
急
激
な
変
化
に
高
齢
者
が

つ
い
て
い
く
の
は
な
か
な
か

難
し
い
時
代
に
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
古
来
か
ら
伝
わ
る

「
日
本
の
心
」
や
「
美
し
い

言
葉
と
自
然
」
が
少
し
で
も

残
っ
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。
歴
史
と
緑
に
彩
ら

れ
た
国
府
台
の
地
で
勉
学
に

い
そ
し
む
こ
と
が
で
き
、
幸

せ
な
こ
と
で
し
た
。

今
年
喜
寿
を
迎
え
ま
す
十

六
期
生
、
世
界
中
を
不
安
に

陥
れ
た
未
曽
有
の
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
で
、
同
期
会
・

ク
ラ
ス
会
が
延
期
に
な
っ
て

い
ま
す
。
日
々
の
健
康
管
理

に
留
意
し
て
、
仲
間
と
再
会

で
き
る
日
を
願
っ
て
い
ま
す
。

16
期

安
永(

筒
井)

和
代

学
生
時
代
に

思
い
を
馳
せ
て

寄
本

義
一
（
18
）

『
月
刊
自
動
認
識
』
と
い

う
雑
誌
に
「
Ｅ
Ｔ
Ａ
・
Ａ
Ａ

Ｌ
の
普
及
を
目
指
し
て
」
と

い
う
連
載
を
二
〇
二
一
年
六

月
か
ら
始
め
て
お
り
ま
す
。

中
尾

治
子
（
19
）

リ
タ
イ
ア
後
松
戸
の
Ｎ
Ｐ

Ｏ
「
外
国
人
の
子
ど
も
の
た

め
の
勉
強
会
」
の
手
伝
い
。

日
常
会
話
は
す
ぐ
に
覚
え
ら

れ
る
子
供
達
も
学
校
の
勉
強

に
つ
い
て
い
く
た
め
の
日
本

語
は
難
し
く
一
緒
に
学
ん
で

い
ま
す
。

久
保

博
（
20
）

市
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
会
員
に
な
り
、
週
三

回
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

日
常
ラ
ン
ニ
ン
グ
等
で
体

を
鍛
え
元
気
に
過
ご
し
て
い

ま
す
。

田
中

貴
美
子
（
21
）

次
回
同
期
会
は
当
分
先
。

喜
寿
祝
に
な
り
そ
う
で
す
。

皆
さ
ん
お
元
気
で
。

井
上

邦
夫
（
22
）

ギ
タ
ー
再
開
。
鴻
陵
祭
で

バ
ン
ド
演
奏
し
た
事
を
懐
か

し
く
思
い
出
し
ま
す
。

河
内

和
子
（
22
）

ド
リ
カ
ム
の
フ
ァ
ン
で
し

た
が
会
報
四
十
号
で
二
十
九

期
の
中
村
正
人
さ
ん
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
が
掲
載
さ
れ
て
い

て
、
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
。

活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

河
内

明
夫
（
22
）

在
宅
ワ
ー
ク
で
増
し
た
体

重
を
落
と
す
た
め
、
毎
日
一

万
歩
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
続

け
て
や
っ
と
元
の
体
重
に
落

と
し
ま
し
た
。
じ
ゅ
ん
菜
池
、

里
見
公
園
、
高
校
周
辺
が
お

気
に
入
り
の
コ
ー
ス
で
す
。

中
島

行
雄
（
23
）

母
校
の
校
則
の
キ
ー
ワ
ー

ド
の
「
自
由
」
や
「
平
和
」

を
護
り
つ
つ
、
学
術
・
芸
術

な
ど
「
文
化
」
を
大
切
に
、

人
間
同
士
の
「
敬
愛
」
も
忘

れ
ず
に
。
今
後
も
、
こ
ん
な

気
持
ち
で
生
き
る
の
が
、
我

々
の
「
責
務
」
だ
と
思
う
。

倉
島

俊
和
（
23
）

妻
他
界
で
気
ま
ま
な
一
人

暮
ら
し
も
十
四
年
が
経
過
。

本
年
古
希
を
迎
え
る
私
で
す

が
、
今
は
両
親
宅
へ
出
向
き

老
々
介
護
で
奮
闘
中
！
白
寿

の
母
は
五
十
年
前
我
が
母
校

の
Ｐ
Ｔ
Ａ
副
会
長
〜
我
が
同

期
旧
友
の
名
前
を
今
も
し
っ

か
り
覚
え
て
い
ま
す
（
笑
）

「
二
十
三
期
古
希
学
年
会
」

の
企
画
は
勝
田
智
行
君
と
推

進
中
〜
当
面
お
預
け
で
す
。

甲
斐

久
也
（
24
）

ま
ち
歩
き
の
会
に
参
加
す

る
と
よ
く
同
窓
生
に
会
い
、

と
た
ん
に
先
輩
・
後
輩
の
関

係
が
生
じ
ま
す
。

鴇
崎

修
（
25
）

六
十
二
才
で
完
全
年
金
生

活
。
県
内
田
舎
へ
移
っ
た
が

「
晴
耕
雨
読
」
と
は
な
ら
ず
。

趣
味
は
国
内
外
旅
行
や
バ
イ

ク
ツ
ー
リ
ン
グ
、
季
節
ご
と

に
庭
木
の
手
入
れ
。
「
今
を

生
き
る
」
、
先
日
も
友
人
三

人
と
日
帰
り
ツ
ー
リ
ン
グ
五

八
〇
キ
ロ
に
行
っ
て
き
ま
し

た
。

小
林

博
文
（
27
）

「
私
と
兄
」
二
人
共
国
府

台
高
校
。
兄
は
他
界
し
た
が
、

同
期
の
加
藤
会
長
に
は
、
よ

く
面
倒
を
見
て
も
ら
っ
た
。

写
真
の
変
わ
り
な
い
ご
様
子

何
よ
り
で
す
。
私
も
前
期
高

齢
者
。
気
持
ち
は
高
校
の
時

の
ま
ま
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

堀
切

伸
一
（
28
）

コ
ロ
ナ
が
終
息
し
て
ま
た

同
期
会
で
松
澤
先
生
に
会
い

た
い
で
す
。

石
井

広
志
（
33
）

国
府
台
高
校
の
学
校
歯
科

医
を
拝
命
し
て
い
ま
す
。

楠
本

宇
香
（
37
）

十
年
後
、
二
十
年
後
に
二

〇
二
〇
年
を
振
り
返
り
「
そ

う
い
え
ば
あ
の
時
は
・
・
・
」

と
穏
や
か
に
語
り
た
い
。

猪
野

周
九
（
38
）

一
九
八
四
年
の
鴻
陵
祭
、

旧
体
育
館
で
バ
ン
ド
演
奏
を

し
ま
し
た
。
今
で
も
バ
ン
ド

を
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
年

の
鴻
陵
祭
の
模
様
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ

教
育
テ
レ
ビ
の
「
わ
れ
ら
高

校
生
」
で
三
年
八
組
の
先
輩

（
劇
団
タ
コ
で
す
！
）
の
ド

キ
ュ
メ
ン
ト
を
中
心
に
全
国

に
オ
ン
エ
ア
さ
れ
ま
し
た
。

イ
ン
ス
タ
や
っ
て
い
ま
す
。

H
iro9din

er

で
ご
検
索
を
。

荒
井
（
高
野
）
歩
（
39
）

東
京
農
業
大
学
地
域
環
境

科
学
部
で
研
育
教
育
に
携
わ

っ
て
い
ま
す
。
母
校
在
校
生

の
学
び
の
お
役
に
立
て
る
事

が
あ
り
ま
し
た
ら
。

浅
井

公
太
（
65
）

大
阪
で
小
学
校
の
教
員
を

し
て
い
ま
す
。
も
う
す
ぐ
結

婚
し
ま
す
。
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私は、看護師資格を取得し３年ほど社会人経験を
してから、昭和３８年２学年に編入、昭和４０年第
１１期生として卒業致しました。この二年間の定時
制高校生活は、私の人生を大きく転換させました。
在学中に年上の同級生と結婚、先天性心臓疾患の

あった夫（５２歳で死去。勲六等寶綬章拝受）の大
学進学、単位取得までをサポート。子供二人を出産
後、当時日本で法制化されたばかりの眼科専門検査
技師資格国家試験に特例で挑戦。昭和５９年に千葉
県で免許登録二人目として資格を取得。こうして二
つのライセンスを生かしながら、公立病院に４２年
間奉職、平成１５年定年退職。退職と同時に同僚だ
った医師達と眼科クリニックおよび高度医療機器販
売会社を立ち上げ、８０歳の今も現役で継続中です。
社会的には、国際ロータリークラブに所属、千葉

県地区委員なども仰せつかり、社会奉仕活動などに
も参加しております。
同窓会も理事でお手伝いさせて頂いておりますが、
段々寂しくなって来ております。８０周年を機に、
名に恥ない楽しい同窓会になります様祈念致します。

葛南11期（1965年卒） 石引 美貴

私はあと数か月で八十一才になるが、人との出会
いは人生の宝であると思っている。
私にとって最初に経験した人との出会いは学校で

あった。そこで友人と出会い、先生と出会った。
孤独で寂しい時々には、友人によって慰められ、

先生からは将来の進む道を示唆して頂いた。学校は
勉強するところかもしれないが、それ以上に出会い
の機会を与えてくれるところである。
その後出会ったある人は、一生のうち十年間は一

生懸命勉強すべき時期があると言っていた。私はそ
の言葉を心に止め、数年間一生懸命勉強し、運よく
司法試験に合格し弁護士になった。弁護士になって
からもいろいろな人々に出会った。その間辛いなが
らも楽しく充実した日々を送って来た。
幸せは人との出会いによってもたらされる。 出

会いは人生の宝である。私は生きている限り、人と
の出会いを求めて行きたいと思う。

葛南７期（1961年卒） 宍倉 秀男

私の父は長年行徳町役場に勤めていました。自身
も苦学をした人で、役場の職員や町内で高校に進学
していない人のため「夜間高校を作りたい」と、会
議だの、南行徳小学校の校長と面談だのと、父なり
の努力をしていました。たくさんの方々の尽力で、
昭和２６年に国府台高校葛南分校が設立されて、父
の努力も報われました。
父はまた、国府台高校には大学教授に匹敵する素
晴らしい先生方が揃っていると知って、私を他校か
らわざわざ受験させてくれました。国府台で昼間教
えていた先生方が夜は南行徳の葛南分校で、両方で
教えていましたから、本校も分校も同じ先生に習っ
ています。国語の香山登一先生の「ただ集まってた
らただの飲み会になる。何か目的を持ちなさい」の
一声で始まった俳句の会『常夜燈』は、５０年経っ
て今も続いています。葛南分校が題材の映画『川っ
風野郎たち』の原作『川にさす潮』の作者香山美子
さんは先生の奥様です。
葛南分校が行徳高校に吸収されたのは少し残念で
すが、本校も分校もなくその頃の仲間とは今でも交
流が続いています。うれしいことです。

９期（1957年卒） 田中 愛子

私たち７４期生は、１年生の後半から本格的にコ
ロナウイルスが流行し、感染の拡大に伴い高校生活
で最大のイベントである修学旅行も先生方が何度も
どうにかしていけないかと考えてくださったのです
が、行くことは出来ませんでした。
３年生になり、文化祭もできるかできないかとい

う中で、文化祭を経験したことがあるのが、私たち
しかいなくなってしまい、このままでは鴻陵祭の伝
統を引き継ぐことができない。そんな状況で多くの
人の支え、クラスでの協力があり、短い期間で多く
の制限がある中、文化祭を成功して終えることが出
来ました。大変な状況の中で全員が我慢をし努力を
した結果が大きな達成感に繋がったと思います。
鴻陵生はとても真面目な生徒が多く、常に勉強や

部活などに熱心に励む姿が見られます。８０周年と
いう大きな節目を迎えても、文化祭の伝統だったり、
ひたむきに努力する姿を守っていって欲しいです。

74期（2022年卒） 作田 朱音

本紙８面「お元気ですか」で恩師萩倉先生をイン
タビューした際に、鴻陵生の印象について「古代ギ
リシャのアテネのアゴラで公共的な議論を行ってい
たように、政治や社会について自由闊達に高校生な
りにやってるんだなと感じた」「大人っぽい高校生
が多いと思った」とお話いただいたのが、自分にと
っての鴻陵生のイメージです。入学直後、ＮＨＫで
取り上げられた鴻陵祭の映像や、実際に書記局や文
化委員会、ＨＲ運営委員会の諸先輩に接し、随分大
人に感じたものです。
自分にとっての国府台の象徴は生徒会活動であり、
服装自由化や校則の大幅改定等に取り組みました。
当時は生徒会連盟を設立したり、視察が長野から来
たりもしました。１８歳選挙権を提案し実現させた
背景にも国府台のような社会を創りたいとの思いが
あり、政治家や行政、大学の准教授等様々なキャリ
アで活動してきた原点は国府台の「自主自律」の精
神だったりします。今も生徒会活動支援協会という
団体を立ち上げ、全国の生徒会支援を行っています。
主権者教育や主体的な学習等が求められる時代に

なり、国府台の歴史と伝統は、一周遅れで最先端の
教育になるのではと思っています。８０周年を契機
に、今一度忘れられかけた価値の継承と発展につな
げていきたいです。

47期（1995年卒） 高橋 亮平

私が「国府台らしさ」を感じる思い出は、在学中
に先生方と協議した連絡協議会の日々です。生徒会
での決定事項と教職員の決定事項に相違があったと
きに、その解決のために両者が膝つき合わせて話し
合う会議。とても国府台らしい制度ですね。
在学中に卒業式の実施方法について生徒と教職員

の意見が割れたので、卒業式実行委員として、その
解決のために連絡協議会に参加しました。放課後、
毎日のように残っては協議をしたり、次回の協議の
ために生徒会室で作戦会議をした日々は、ある種、
部活のようでした。
いま当時を振り返って収穫だと思うのは、この議

題の是非ではなくて「国府台の自由」の輪郭がわか
ったことです。「自由な校風」「自主自律」と謳っ
ていても、やっぱり県立高校で、生徒が全て自由に
できるわけではない。その現実を知った上で、自由
であろうと主張して、他の生徒や先生や社会とせめ
ぎ合って、その時々の「自由」を確立していく。そ
の姿勢こそが「国府台の自由」であり「国府台らし
さ」なのだと体感できたことが、一番の収穫であり
思い出です。時代によって制度や文化は変わります
が、その姿勢は引き継がれていって欲しいな、と思
っています。

56期（2004年卒） 冨坂 友

１９６１年秋、生徒会は「愛の献血運動」に取り
組んだ。当時、医療で使われる血液の大部分が売血
でまかなわれ、そのことが社会問題になっていた。
たまたま本校近くにあった千葉県血清研究所でア

ルバイトをした生徒の提案を受けてのもので、学校
の指導と血清研究所の協力で実現した。
高校生による献血運動は全国的にも珍しく、生徒

会はＮＨＫから取材を受けて特集を組まれ、翌１９
６２年には日本赤十字社から特別表彰を受けている。

14期（1962年卒） 竹内 喜忠

筆者は学校群制度の始まった１９７５年に入学し
ました。入学するまで国府台高校のことは殆ど知り
ませんでした。入学してみると、当時の国府台高校
は、高校の中でも特異な存在であることを実感しま
した。生徒会活動が大変活発で、しかも生徒会の中
で三権分立が確立されていた高校など他にはみられ
ませんでした。生徒総会決議と職員会議の議決とが
同等の扱いとなるなど驚きでした。こうしたことが
確立されるまでには先輩方の多くの努力があったこ
とはもちろんですが、多くの先生方が協力を惜しま
なかったことも忘れるわけにはいきません。
社会の大人からすれば大変目障りな存在であった

に違いありません。ただ、当事者としては、こんな
に楽しい学園生活を過ごさせていただいた国府台高
校には感謝してもしきれません。特に、筆者は３年
間のうち２年半を生徒会執行部（書記局）で過ごさ
せていただいたのでなおさらです。
ところが、大変残念なことに、現在の国府台高校

の様子は当時とは一変してしまい、他の高校と何ら
変わりがありません。もちろん、管理する側からす
ればこんなにいいことはないのでしょうが。受験生
の身からは、今の国府台高校にいったいどんな魅力
を感じるのでしょうか。新たな歴史を刻むこれから
の国府台高校に期待したいところです。

30期（1978年卒） 星野 茂

我が学年は男女比が２対１、おまけに２年時から
理系、文系の進路別クラス編成で、理系の我がクラ
スは５４人中女子が僅か５名。激しい競争率の下、
女子から相手にされない多くの男子は、仕方なく男
子だけでつるんで高校生活を過ごし、男女共学のは
ずが、私にとってはまるで男子校のようでした。
定期試験や文化祭後のフォークダンスでは、背が

低かった私は女子側に入れられ、男子と踊らされ、
辛い思いをしたものです。数十年後のクラス会で、
同級生の女子と久し振りに再会し、初めてまともな
会話をしたものです。
当時国府台はスポーツが盛んで、１年下の学年は

陸上で全国大会優勝という快挙を成し遂げ、他の部
活も強かったと思います。私は運動部に所属してい
ませんでしたが、昼休み、放課後に仲間とサッカー
やバスケを楽しんでいました。定期試験は「試験時
間の半分が経過すると退室可」という決まりで、先
生の「退室して良い」との声が掛かると解答用紙を
裏返して教室を出、一目散に体育館に向ったもので
す。試験から逃げ出して来た少人数のものが集まり、
広い体育館でゆったりとバスケに興じたことをよく
覚えています。

20期（1968年卒） 岩橋 誠

私が所属していた文化委員会は、文化祭の管理運
営を行う委員会です。我が校は自主自律の校風です
ので、運営から実行まで様々な権限が文化委員会に
付与されています。自由な裁量権は非常に有難く、
充実感もあるのですが、そうなると気を遣うのが
「生徒同士の揉め事の仲裁」です。
その日は１年生の出し物調整会議。２年生は飲食、
３年生は演劇と決まっているので、１年生はそれ以
外の出し物をやります。人気の「お化け屋敷」は各
クラスが取り合うのです。なのに、連絡ミスか２ク
ラスの代表者が現れません。我々としては、呼びに
行くか、後日に再会議しようとしたのですが、ここ
は血気盛んな１年生。数名が「来なかったんだから
ダメでしょ！このまま決めましょうよ！」と囃し立
てます。困り果てる文化委員。しかし、ここで先生
を頼るのはＮＧ。我々運営者が何とかするしかあり
ません。まずはなだめて、次に説得をし、テコでも
動かない子には叱責したりと…手を尽くした末よう
やく落ち着いてくれました。終了後、文化委員の皆
と「こんな事もしないといけないんだねえ」と、疲
弊しながら語り合いました(笑)
自由の反面、責任や仕事の難しさも伴ってくると

いう実感。そしてそれを経験させてくれた出来事と
して、深く記憶に残っています。

68期（2010年卒） 岡田 拓人

～ 踏 跡 ～ 歴史の中で踏み出されたステップ これから踏み出されるステップ … 各年代の方に思いを綴っていただきました。

国 府 台 高 校 ８ ０ 年
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ナ
イ
パ
ー
が
受
け
継
が
れ
て

い
る
！
（
笑
）

新
村

あ
れ
大
変
だ
よ
？

北
嶋

な
ん
で
、
先
輩
の
リ

ベ
ン
ジ
で
す
ね
（
笑
）
。

新
村

伝
統
も
そ
う
だ
け
ど
、

今
回
作
っ
て
行
か
な
き
ゃ
い

け
な
い
部
分
が
あ
る
と
思
っ

て
い
て
。
完
全
に
受
け
継
げ

て
る
わ
け
で
も
な
い
し
、
だ

か
ら
今
回
作
っ
て
い
っ
て
、

伝
え
て
い
っ
て
、
そ
れ
を
よ

り
良
く
し
て
い
っ
て
も
ら
え

た
ら
と
思
う
の
で
、
ま
ず
は

基
盤
を
作
る
年
に
な
る
の
か

な
、
と
思
い
ま
す
。

萩
原

本
当
に
ゼ
ロ
か
ら
だ

よ
ね
。

松
本

再
始
動
だ
よ
ね
。

新
村

な
ん
で
、
今
年
の
鴻

陵
祭
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
復

活
の
狼
煙
」
な
ん
で
す
。

実
施
の
形
態

━

昨
年
の
鴻
陵
祭
は
ど
う
い

う
形
で
行
わ
れ
た
ん
で
す
か
？

新
村

昨
年
は
一
般
公
開
は

無
し
、
発
表
自
体
も
、
三
年

生
の
演
劇
だ
け
行
っ
て
、
一
、

二
年
生
は
行
わ
な
い
、
っ
て

い
う
形
に
な
り
ま
し
た
。

━

三
年
の
み
に
な
る
ま
で
は

全
体
と
し
て
は
「
実
施
す
る
」

っ
て
い
う
方
向
で
動
い
て
い

た
ん
で
す
か
？

松
本

一
、
二
年
生
は
夏
休

み
中
の
準
備
で
買
い
出
し
を

し
て
学
校
に
向
か
う
段
に
な

っ
て
そ
の
連
絡
を
受
け
た
人

も
結
構
い
ま
し
た
。
な
ん
で
、

一
、
二
年
生
は
買
い
出
し
の

レ
シ
ー
ト
だ
け
台
紙
に
貼
り

付
け
て
終
わ
っ
た
印
象
で
す
。

━

春
か
ら
夏
く
ら
い
の
間
は
、

や
る
か
ど
う
か
不
安
な
ま
ま

進
ん
で
い
た
ん
で
す
か
？

そ
れ
と
も
「
今
年
は
や
る
で

し
ょ
」
と
い
う
雰
囲
気
だ
っ

た
ん
で
す
か
？

松
本

後
夜
祭
だ
け
な
く
な

る
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、
そ

れ
以
外
は
例
年
通
り
や
る
雰

囲
気
で
進
ん
で
い
た
と
思
い

ま
す
。

新
村

生
徒
会
役
員
の
中
で

は
『
中
止
に
な
る
か
も
し
れ

な
い
な
』
と
ず
っ
と
思
っ
て

ま
し
た
け
ど…

先
生

八
月
二
日
に
千
葉
県

に
緊
急
事
態
宣
言
が
出
た
の

で
、
そ
れ
で
（
決
定
し
た
）

…

っ
て
感
じ
で
す
ね
。

萩
原

な
の
で
、
そ
の
あ
た

り
か
ら
生
徒
会
顧
問
の
先
生

と
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど
で
連
絡
を

取
り
つ
つ
、
八
月
下
旬
に
決

ま
っ
た
っ
て
感
じ
で
す
ね

そ
の
時
の
思
い

━

昨
年
は
そ
う
い
っ
た
形
に

な
っ
て
、
皆
さ
ん
の
心
情
的

に
は
ど
ん
な
感
じ
で
し
た
か
？

先
生

文
化
委
員
長
が
荒
れ

て
ま
し
た
。

新
村

玉
井
先
輩
で
す
よ
ね
。

あ
の
人
は
文
化
祭
の
た
め
に

国
府
台
に
来
た
み
た
い
な
人

だ
か
ら…

萩
原

特
に
文
化
委
員
の
三

年
生
の
先
輩
た
ち
は
聞
い
た

瞬
間
「
え…

無
い
の…

？
」

っ
て
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
て
た

っ
て
聞
き
ま
し
た
。

新
村

私
は
、
昨
年
は
ク
ラ

ス
の
方
の
準
備
が
大
変
だ
っ

た
の
で…

ク
ラ
ス
で
キ
ッ
キ

ン
グ
ス
ナ
イ
パ
ー
（
テ
レ
ビ

番
組
「
Ｖ
Ｓ
嵐
」
の
ゲ
ー
ム
。

ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
で
流
れ
て

く
る
的
に
ボ
ー
ル
を
蹴
っ
て

当
て
る
）
を
や
ろ
う
と
し
て

い
て…

━

室
内
で
！
？

新
村

は
い
（
笑
）
ギ
リ
ギ

リ
で
完
成
版
を
作
り
上
げ
た

瞬
間
に
そ
の
連
絡
を
受
け
た

の
で
『
お
ぉ…

マ
ジ
か…

』

っ
て…
━

三
年
生
の
演
劇
だ
け
は
発

表
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
が
、

例
年
通
り
各
教
室
を
劇
場
に

し
て
行
っ
た
ん
で
す
か
？

萩
原

一
般
公
開
は
で
き
な

か
っ
た
の
で
、
シ
ス
タ
ー
ク

ラ
ス
の
一
、
二
年
生
だ
け
が

見
に
行
く
っ
て
い
う
形
で
し

た
。

━

で
は
三
年
生
は
シ
ス
タ
ー

ク
ラ
ス
が
見
る
日
だ
け
、
二

ス
テ
ー
ジ
く
ら
い
し
か
上
演

し
て
い
な
い
っ
て
こ
と
で
す

か
？

萩
原

そ
う
で
す
ね
。
あ
と

は
Ｙ
ｏ
ｕ-

Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
に
限
定

公
開
で
ア
ッ
プ
し
て
、
一
週

二
〇
二
一
年
度
は
鴻
陵
祭
の
一
般
公
開
が
行
わ
れ
な
か

っ
た
関
係
で
、
同
窓
会
と
し
て
は
参
加
せ
ず
、
取
材
も
行

う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
れ
を
受
け
て
、
二
〇
二
二

年
七
月
、
昨
年
の
鴻
陵
祭
は
ど
う
い
う
も
の
だ
っ
た
の
か
、

そ
し
て
今
年
の
鴻
陵
祭
は
ど
う
い
う
形
に
な
る
の
か
、
現

役
生
に
話
を
聞
い
て
き
た
。

け
た
ん
で
す
け
ど
、
そ
こ
は

さ
っ
き
の
文
化
委
員
長
と
か

が
『
土
日
に
一
般
公
開
し
た

い
』
と
主
張
し
て
、
何
と
か

そ
の
案
で
い
け
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
な
ん
で
、
結
構

こ
っ
ち
側
の
意
見
が
通
っ
た

感
じ
で
す
。

萩
原

そ
の
話
し
合
い
が
始

ま
っ
た
の
が
二
〇
二
一
年
の

十
一
月
く
ら
い
で
、
ま
だ
コ

ロ
ナ
も
落
ち
着
い
て
い
な
か

っ
た
の
で
、
先
生
方
と
し
て

は
『
う
〜
ん…

一
般
公
開
か

ぁ…

』
『
危
な
い
ん
じ
ゃ
な

い
か
な
』
み
た
い
な
。
で
も

私
達
は
せ
っ
か
く
文
化
祭
や

る
な
ら
一
般
公
開
し
た
か
っ

た
ん
で
。

新
村

規
制
は
ね
、
締
め
る

こ
と
は
で
き
る
け
ど
、
後
か

ら
緩
め
る
こ
と
は
で
き
な
い

の
で
。
最
初
は
一
般
公
開
で

き
る
っ
て
い
う
路
線
で
進
め

な
い
と
、
後
か
ら
一
般
公
開

し
た
い
っ
て
主
張
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
の
で
。

鴻
陵
祭
に
か
け
る
思
い

━

二
年
生
は
昨
年
実
施
で
き

な
か
っ
た
悔
し
い
思
い
を
経

て
の
開
催
と
な
る
わ
け
で
す

が
、
今
年
の
鴻
陵
祭
に
は
ど

ん
な
思
い
が
あ
り
ま
す
か
？

萩
原

個
人
的
に
は
、
や
っ

ぱ
り
去
年
三
年
生
の
演
劇
を

見
て
、
素
人
が…

素
人
っ
て

言
っ
た
ら
悪
い
で
す
け
ど
、

こ
こ
ま
で
の
ク
オ
リ
テ
ィ
で

劇
っ
て
で
き
る
も
ん
な
ん
だ
！

と
思
っ
て
。
そ
れ
を
、
二
回

し
か
上
演
し
な
い
の
か…
こ

れ
は
一
般
公
開
し
た
い
、
っ

て
思
い
ま
し
た
。

━

そ
う
か
、
二
〇
二
〇
年
に

実
施
の
形
態

━

今
年
（
二
〇
二
二
年
）
は

ど
う
い
う
開
催
の
形
に
な
る

か
決
ま
っ
て
い
ま
す
か
？

新
村

今
の
と
こ
ろ
は
九
月

三
日
〜
四
日
の
土
日
に
、
一
、

二
、
三
年
生
全
員
が
、
飲
食

を
除
い
た
発
表
内
容
を
行
う

で
、
一
般
公
開
も
行
う
予
定

で
い
ま
す
。

━

一
般
公
開
も
で
き
る
ん
で

す
ね
！

新
村

一
般
公
開
は
す
る
ん

で
す
が
、
人
数
制
限
は
す
る

予
定
で
す
。

松
本

予
約
フ
ォ
ー
ム
を
作

る
感
じ
だ
よ
ね
？
。

新
村

家
族
枠
と
一
般
枠
を

分
け
て
、
人
数
を
割
り
当
て

る
イ
メ
ー
ジ
で
す
ね
。

━

わ
か
り
ま
し
た
。
そ
の
予

約
フ
ォ
ー
ム
は
ど
う
い
う
タ

イ
ミ
ン
グ
で
一
般
に
公
開
さ

れ
る
か
、
な
ど
は
決
ま
っ
て

い
ま
す
か
？

新
村

今
の
と
こ
ろ
ま
だ
タ

イ
ミ
ン
グ
は
決
ま
っ
て
い
な

い
と
思
い
ま
す
。

先
生

決
ま
り
次
第
学
校
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
文
化
祭
」

と
い
う
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る

予
定
で
す
。

決
定
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス

━

こ
の
形
態
は
ど
う
い
う
風

に
決
ま
っ
て
い
っ
た
ん
で
す

か
？

新
村

生
徒
会
と
し
て
は
何

個
か
案
を
出
し
て
い
て
。
途

中
は
『
一
般
公
開
無
し
で
平

日
に
実
施
』
と
か
に
な
り
か

は
鴻
陵
祭
を
や
っ
て
い
な
い

か
ら
、
昨
年
シ
ス
タ
ー
ク
ラ

ス
で
見
た
こ
と
で
初
め
て
文

化
祭
の
ク
ラ
ス
演
劇
を
見
た

ん
で
す
ね
。
な
の
で
去
年
三

年
生
だ
け
で
も
演
劇
を
上
演

し
た
こ
と
で
、
ギ
リ
ギ
リ
で

ノ
ウ
ハ
ウ
が
継
承
さ
れ
た
と

い
う
。

新
村

そ
う
、
そ
の
た
め
に

や
っ
た
、
と
い
う
か
。

先
生

職
員
会
議
で
も
三
年

生
だ
け
で
も
演
劇
を
や
ら
せ

て
あ
げ
な
い
と
伝
統
が
途
切

れ
ち
ゃ
う
よ
ね
、
っ
て
い
う

話
が
あ
り
ま
し
た
。

━

先
生
方
の
間
で
も
そ
う
い

っ
た
意
見
が
上
が
っ
た
ん
で

す
ね
。

先
生

た
だ
、
シ
ス
タ
ー
ク

ラ
ス
で
一
、
二
年
生
に
見
せ

る
前
に
、
三
年
生
の
総
監
督

の
生
徒
が
『
自
分
達
だ
け
や

っ
ち
ゃ
っ
て
ご
め
ん
ね
』
っ

て
謝
っ
た
、
っ
て
話
も
あ
っ

た
み
た
い
で
す
。

━

三
年
生
が
「
自
分
達
だ
け

や
れ
て
ラ
ッ
キ
ー
」
っ
て
目

線
じ
ゃ
な
い
の
が
偉
い
で
す

ね
。
泣
け
る
話
だ…

。
で
も
、

そ
の
三
年
生
の
劇
を
見
て
、

昨
年
一
年
生
だ
っ
た
人
達
が

『
今
年
は
も
う
少
し
元
の
形

に
で
き
る
よ
う
に
し
よ
う
』

と
動
い
て
現
在
の
形
に
な
っ

て
い
る
の
が
素
敵
で
す
ね
。

萩
原

三
年
生
の
何
人
か
が

中
学
二
年
生
の
時
に
見
た
こ

と
が
あ
る
だ
け
で
、
一
年
生

も
二
年
生
も
三
年
生
も
、
本

番
を
迎
え
る
の
は
初
め
て
な

ん
で
す
。
球
技
祭
も
な
く
て
、

三
学
年
が
合
同
で
で
き
る
イ

ベ
ン
ト
は
こ
れ
が
初
め
て
な

の
で
、
全
力
で
頑
張
り
た
い

で
す
ね
。

北
嶋

僕
ら
一
年
生
は
『
国

府
台
は
文
化
祭
が
す
ご
い
』

っ
て
話
を
聞
い
て
き
た
け
ど
、

や
っ
た
こ
と
な
い
し
、
見
た

こ
と
も
な
い
し
。
で
も
今
日

の
話
を
聞
い
て
『
伝
統
を
受

け
継
が
な
き
ゃ
い
け
な
い
』

っ
て
思
っ
た
し
、
と
て
も
気

合
が
入
っ
て
い
ま
す
。
今
年

う
ち
が
キ
ッ
キ
ン
グ
ス
ナ
イ

パ
ー
や
る
ん
で
す
け
ど
、

━

ま
さ
か
の
キ
ッ
キ
ン
グ
ス

間
く
ら
い
保
護
者
や
関
係
者

に
見
て
も
ら
っ
た
感
じ
で
す
。

《参加者》
生徒会

新村さん（新会長 2年）
安藤さん（副会長 2年）
山田さん（副会長 2年）
萩原さん（書記 2年）
松本さん（書記 2年）
加藤さん（会計 1年）
鈴木さん（会計 1年）

昨
年
の
鴻
陵
祭

今
年
の
鴻
陵
祭

・
・
・

二
〇
二
二
年
度
、
第
七
十

五
回
鴻
陵
祭
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

は
「
鴻
陵
革
命
〜
復
活
の
狼

煙
を
上
げ
ろ
〜
」
。
中
止
や

縮
小
を
経
て
再
始
動
す
る
鴻

陵
祭
に
期
待
し
た
い
。

北嶋さん（会計 1年）
五木田先生（顧問）

文中「先生」

聞き手・同窓会
冨坂友 広報委員 56期
高橋亮平 理事長 47期

～
現
役
生
に
訊
く
、
昨
年
と
今
年
の
鴻
陵
祭
～

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
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お 願 い
千葉県立国府台高等学校同窓会（鴻陵会）

会長 加藤徹（18期）

会員各位にはますますご活躍のことと存じます。
同窓会として会報の発行送付事業を継続し、母校支援を通じて母校の学習環

境の充実に寄与できますことは、ひとえに会員各位の日頃のご支援の賜物と深
く感謝申し上げる次第です。今後とも会員各位のご意向に沿いつつ、同窓会活
動の継続と更なる充実を図りたく、一層のご理解ご協力を賜りますようお願い
申し上げます。

賛助金にご協力ください
◎払込先 郵便振替 00110-0-353380 国府台高校同窓会
鴻陵会専用払込票（赤色）の場合、手数料は同窓会負担です。

◎払込票には住所、氏名、ID番号（封筒の宛名シールに記載）を明記して
ください。※連名も可能です。
◎金 額 1口 1,000円（何口でも結構です）
◎払込票の受領証を領収書とさせていただきます。

住所・氏名等に変更がありましたらお知らせください
◎届出方法
個人情報専用フォーム(右のＱＲコード)から
または

変更届を鴻陵会連絡所宛に郵送
裏面（p7）の様式にて

鴻陵会連絡所
〒272-0021 市川市八幡３-３-２-２４０２ 高橋方

理事長 高橋亮平（47期）
TEL ０８０－６５７６－０５０４

＊同窓会に関するお問い合わせ、ご意見・ご要望は、学校ではなく、
鴻陵会連絡所までお願いします。

二
〇
二
三
年
の
学
校
創
立

八
十
周
年
に
、
同
窓
会
は
設

立
七
十
周
年
を
迎
え
ま
す
。

続
く
コ
ロ
ナ
禍
で
同
窓
生

も
楽
し
み
に
し
て
い
る
鴻
陵

祭
参
加
も
、
見
に
行
く
こ
と

さ
え
で
き
ず
寂
し
い
限
り
で

す
が
、
せ
め
て
紙
面
で
と
の

思
い
を
込
め
ま
し
た
。

菅
田
鐡
男
（
９
期
）

流
川
呉
生
（
20
期
）

井
桁
美
樹
子
（
５
期
）

竹
内
喜
忠
（
14
期
）

池
田
由
紀
子
（
20
期
）

柴
田
幸
治
（
20
期
）

榎
本
弘
良
（
29
期
）

飯
田
幸
治
（
35
期
）

高
橋
亮
平
（
47
期
）

冨
坂
友
（
56
期
）

委
員
長

編
集
長

委

員

お
元
気
で
す
か
？

北
川
洪
才
さ
ん
（
３
）

二
〇
二
一
年
八
月
没

名
古
屋

茂
郎
（
国
語
科
）

一
九
九
一
年
よ
り
二
〇
〇

〇
年
ま
で
勤
務
し
ま
し
た
。

四
十
七
期
生
と
五
十
二
期
生

の
共
に
三―

八
の
担
任
。

五
十
九
年
の
教
員
生
活
に

ピ
リ
オ
ド
。
国
府
台
退
職
後

二
十
二
年
間
私
立
高
校
で
教

諭
、
講
師
等
を
続
け
て
い
ま

し
た
。
癌
と
闘
い
な
が
ら
八

十
二
才
迄
。

元
気
で
す
が
癌
の
手
術
の

後
遺
症
で
右
腕
が
上
が
り
に

く
く
な
り
退
職
を
決
意
。

森

啓
一
さ
ん
（
３
）

二
〇
二
〇
年
九
月
没

石
毛
（

志
村
）

克
子
さ
ん
（
４
）

二
〇
二
〇
年
五
月
二
十
四
日
没

佐
藤

進
さ
ん
（
４
）

二
〇
二
〇
年
末
没

西
島
秀
子
さ
ん
（
４
）

二
〇
二
〇
年
二
月
十
二
日
没

石
井
喜
代
太
さ
ん
（
５
）

二
〇
一
九
年
五
月
没

中
村
（
佐
藤
）
弘
子
さ
ん
（
11
）

こ
れ
ま
で
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
（
長
女
）

渡
辺

充

さ
ん
（
18
）

二
〇
一
六
年
二
月
十
七
日
没

石
橋
研
一
さ
ん
（
26
）

二
〇
一
五
年
六
月
没

三
堀
真
由
子
さ
ん
（
57
）

二
〇
二
〇
年
末
没

八
木
利
夫
さ
ん
（
葛
10
）

二
〇
二
〇
年
没

和
田
好
夫
先
生
（
英
語)

父
、
好
夫
は
平
成
二
十
五
年

（
二
〇
一
三
年
）
六
月
四
日
に

癌
で
他
界
致
し
ま
し
た
。

（
ご
子
息
）

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り

い
た
し
ま
す
。

和
田
先
生
は
、
一
九
六

三
年
か
ら
一
九
七
九
年
ま

で
在
職
さ
れ
ま
し
た
。

編
集
室

萩
倉
良
先
生
は
、
一
九
九
〇

年
か
ら
十
一
年
間
在
職
さ
れ
た
。

着
任
し
て
ま
ず
、
生
徒
た

ち
が
自
発
的
に
出
す
プ
リ
ン

ト
が
実
に
沢
山
あ
る
こ
と
に

驚
き
ま
し
た
。
自
分
た
ち
で

制
服
の
問
題
に
つ
い
て
考
え

る
有
志
の
会
な
ど
も
あ
り
ま

し
た
。
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
ア

テ
ネ
の
ア
ゴ
ラ
で
の
公
共
的

な
議
論
よ
ろ
し
く
、
社
会
や

政
治
に
つ
い
て
自
由
闊
達
に

高
校
生
な
り
の
議
論
を
や
っ

て
る
ん
だ
な
と
感
じ
ま
し
た
。

授
業
中
、
面
白
い
話
に
は

食
ら
い
つ
い
て
く
る
し
、
面

白
く
な
い
と
寝
だ
し
ま
す
。

反
応
は
ス
ト
レ
ー
ト
で
、
色

々
な
質
問
を
す
る
生
徒
が
非

常
に
多
か
っ
た
。
部
活
動
で

は
、
練
習
試
合
の
あ
と
「
こ

う
い
う
と
こ
ろ
が
足
り
な
か

っ
た
か
ら
こ
う
い
う
練
習
を

し
よ
う
」
と
指
摘
す
る
と
非

常
に
飲
み
込
み
が
早
い
反
面
、

上
意
下
達
式
で
の
「
こ
れ
を

や
れ
」
で
は
、
あ
ま
り
動
か

な
い
。

教
員
も
多
士
済
々
、
生
徒

た
ち
に
刺
激
を
与
え
な
が
ら
、

議
論
を
促
す
と
い
う
教
員
が

多
か
っ
た
で
す
。
ベ
テ
ラ
ン

の
教
員
が
多
く
、
三
十
二
歳

で
着
任
し
た
私
は
下
か
ら
数

え
て
何
番
目
か
で
し
た
。
先

生
方
同
士
が
自
由
に
議
論
し

合
う
の
も
国
府
台
の
良
さ
で

し
た
。
研
究
熱
心
な
先
生
が

多
く
、
ど
の
教
科
に
も
自
分

の
専
門
分
野
に
造
詣
の
深
い

先
生
が
い
ま
し
た
。

授
業

で
も
生
徒
会
活
動
で
も
部
活

動
で
も
教
員
と
し
て
多
く
を

学
び
、
生
徒
へ
の
接
し
方
も

変
わ
り
ま
し
た
。
生
徒
に
投

げ
か
け
て
自
分
た
ち
で
考
え

さ
せ
た
り
、
上
意
下
達
で
は

な
く
話
し
合
っ
て
物
事
を
進

め
る
や
り
か
た
の
方
が
「
国

府
台
の
生
徒
は
伸
び
る
な
」

と
思
い
ま
し
た
。

当
時
、
国
府
台
高
校
の
特
色

だ
っ
た
多
数
の
選
択
科
目
。
先

生
が
担
当
さ
れ
た
倫
理
は
、
十

五
～
二
十
人
程
。
テ
ー
マ
と
本

を
自
分
で
選
定
し
て
研
究
発
表
、

そ
の
後
み
ん
な
で
議
論
と
い
う

大
学
の
ゼ
ミ
の
よ
う
だ
っ
た
。

三
年
生
の
選
択
科
目
で
し

た
が
、
た
し
か
に
、
受
験
に

関
係
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
で

も
、
生
徒
は
よ
く
調
べ
て
議

論
し
、
レ
ベ
ル
の
高
い
発
表

も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

そ
う
い
う
こ
と
に
一
生
懸
命

に
な
れ
る
生
徒
が
多
い
学
校

で
し
た
。
夏
の
暑
い
時
に
演

劇
の
練
習
を
し
、
部
活
も
頑

張
る
。
浪
人
も
多
か
っ
た
で

す
が
、
最
終
的
に
は
希
望
の

大
学
に
行
く
生
徒
も
多
か
っ

た
。
非
常
に
面
白
い
学
校
で

し
た
。高

校
生
に
と
っ
て
、
自
分
た

ち
で
物
事
を
考
え
、
変
革
を
志

向
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、

加
え
て
、
意
見
の
違
う
人
達
と

議
論
を
交
わ
す
重
要
性
は
、
時

代
を
超
え
て
求
め
ら
れ
る…

…

難
し
い
の
は
、
民
主
的
に

物
事
を
決
め
る
の
は
手
間
が

か
か
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

時
間
を
か
け
て
様
々
な
意
見

を
出
し
合
う
。
あ
る
意
見
に

対
し
て
反
対
の
人
も
い
れ
ば

賛
成
の
人
も
い
ま
す
。
じ
っ

く
り
互
い
の
話
を
聞
く
、
一

方
で
最
後
は
決
め
な
け
れ
ば

い
け
な
い
。
決
め
た
後
ま
で

対
立
し
た
ま
ま
で
は
上
手
く

い
き
ま
せ
ん
。
そ
の
過
程
に

は
面
倒
な
こ
と
が
多
々
あ
り
、

そ
れ
を
乗
り
越
え
る
鴻
陵
生

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
は
「
高
校

生
っ
て
こ
ん
な
事
が
で
き
る

ん
だ
」
と
感
心
し
ま
し
た
。

鴻
陵
祭
の
演
劇
が
終
わ
っ
た

後
に
、
「
級
友
と
深
く
関
わ

っ
て
、
そ
の
人
の
様
々
な
面

を
知
る
こ
と
が
出
来
て
よ
か

っ
た
」
と
い
う
生
徒
の
声
を

よ
く
き
き
ま
し
た
。
そ
う
い

う
体
験
が
生
徒
を
成
長
さ
せ

る
ん
だ
な
と
気
づ
き
ま
し
た
。

勿
論
そ
こ
ま
で
議
論
し
な
く

て
も
い
い
じ
ゃ
な
い
か
と
い

う
生
徒
も
い
ま
し
た
。
た
だ
、

国
府
台
高
校
は
、
多
様
な
個

性
を
も
つ
生
徒
に
居
場
所
の

あ
る
、
あ
る
意
味
お
お
ら
か

な
学
校
で
し
た
。
今
で
も
様

々
の
関
わ
り
が
あ
る
中
で
、

多
く
の
卒
業
生
か
ら
「
あ
の

時
代
は
楽
し
か
っ
た
」
と
聞

き
ま
す
。

国
府
台
で
は
、
上
級
生
か
ら

新
入
生
が
受
け
る
影
響
が
非
常

に
大
き
い…

…

生
徒
会
、
部
活
な
ど
で
、

代
々
受
け
継
が
れ
て
い
る
も

の
が
多
く
、
そ
の
象
徴
が

『
鴻
陵
祭
』
で
す
。
単
に
三

年
生
が
演
劇
を
や
る
と
い
う

こ
と
で
な
く
、
鴻
陵
祭
の
原

案
か
ら
作
成
し
決
定
す
る
の

に
、
評
議
会
や
実
行
委
員
会

が
あ
れ
だ
け
機
能
し
、
侃
々

諤
々
の
議
論
を
し
、
対
立
し

た
り
す
る
こ
と
も
含
め
て
つ

く
り
あ
げ
て
い
く
そ
の
プ
ロ

セ
ス
が
大
事
だ
っ
た
ん
だ
と

思
い
ま
す
。
「
な
ぜ
こ
ん
な

に
手
間
を
掛
け
る
ん
だ
」
と

い
う
声
も
あ
り
ま
す
が
、
手

間
を
か
け
る
中
で
、
お
互
い

に
知
恵
を
出
し
、
情
熱
や
思

い
を
傾
け
る
こ
と
が
本
番
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。
中
学
か
ら
国
府
台
に

来
て
間
も
な
い
一
年
生
た
ち

に
は
大
き
な
衝
撃
だ
っ
た
は

ず
で
す
。

伝
統
を
継
承
し
て
い
く
た

め
に
、
生
徒
会
の
『
継
承
と

発
展
』
と
い
う
冊
子
が
発
行

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
い
い
こ

と
ば
か
り
で
は
な
く
、
こ
ん

な
こ
と
で
失
敗
し
た
と
い
う

こ
と
も
含
め
、
歴
史
に
記
し

て
継
承
し
て
い
く
の
が
、
国

府
台
で
し
た
。
こ
う
し
た
積

み
重
ね
で
、
決
し
て
す
べ
て

が
理
想
通
り
に
い
く
の
で
は

な
く
、
そ
れ
で
も
色
ん
な
こ

と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
く

と
い
う
伝
統
が
醸
成
さ
れ
て

き
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

先
生
は
現
在
、
東
邦
大
学
付

属
東
邦
高
等
学
校
で
講
師
と
し

て
倫
理
と
公
共
を
担
当
。

今
も
変
わ
ら
ず
生
徒
と
向

き
合
っ
て
仕
事
が
で
き
て
い

る
の
は
幸
せ
で
す
。
学
校
に

よ
り
や
り
方
も
違
い
、
担
任

を
持
っ
て
い
る
時
と
も
違
い

ま
す
が
、
今
で
も
生
徒
か
ら

の
反
応
や
質
問
で
刺
激
を
も

ら
い
続
け
て
い
ま
す
。

萩
倉

良
先
生

萩倉良先生
社会（倫理、政治経済、
現代社会）担当
ラグビー部顧問

お

悔
や

み
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～ 踏 跡 ～
国 府 台 高 校 ８ ０ 年

歴史と伝統を未来へ 2023年は母校創立80周年

夢を大切に 校長 臼井 武彦

アルスの森 子供と大人

2022(令和4)年度 定例総会議事

2021年度会計決算報告 2022年度予算
2021年度事業報告 2022年度事業案

演劇部 64年後の再会
学生時代に思いを馳せて

お悔やみ

お元気ですか？ 萩倉 良先生（社会）

～現役生に訊く、昨年と今年の鴻陵祭～
インタビュー

鴻陵会表彰受賞者 第74期卒業生
部 活 動 情 報
転出･退職された先生
卒業生の進路状況 2021（令和3）年度

ポスト
いもばんど 40回記念コンサート

歴史の中で踏み出されたステップ これから踏み出されるステップ
… 各年代の方に思いを綴っていただきました。

賛助金

ご協力に感謝！


